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使用開始の前に 
  

● 本体背面に記された以下の内容を守ってご使用下さい。 

 

● 安全にご使用頂くために 

１） 発煙、異臭、異音が確認された場合、バッテリとＡＣアダプタを取り外し、使用を中止して下さい。 

  

２） 濡れた手でのご使用はお止め下さい。感電、火災、故障の原因となります。 

  

３） 雷の元で使用しないで下さい。落雷を受ける恐れがあります。 

  

４） 指定以外のＡＣアダプタを使用すると、故障の原因となりますので絶対に使用しないで下さい。静電気保護のため、 

三芯コンセントに接続して接地して下さい。接地しなかった場合、本機及び被測定物が損傷する恐れがあります。 

 

５） 指定以外のバッテリを使用すると、故障の原因となりますので絶対に使用しないで下さい。バッテリを抜き差しする 

場合は、必ず電源を切りＡＣアダプタを外してから抜き差しして下さい。 

 

６） バッテリを充電する時は指定の方法で充電してください。 

また、バッテリの取扱いを誤りますと破裂、発火、発煙の恐れがあります。 

バッテリの取扱い上の注意を必ずお守りください。 
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● 品質保証 

保証期間について 

納入後１年以内に当社の責任による故障が発生した場合は、無償で修復致します。 

ただし、保証期間内でも次のような場合は有償修理となります。 

１） 火災、天災による故障または損傷の場合 

２） お買い上げ後の輸送・移動時の落下等お取扱いが不適当だったために生じた故障または損傷の場合 

３） 取扱説明書に記載の使用方法や注意事項に反するお取扱いによって生じた故障または損傷の場合 

４） 改造やご使用の責任に帰すると認められる故障や損傷の場合 

 

本製品の故障またはその使用上生じた直接及び間接の損害については、当社はその責に応じません。 

 

ウォームアップ時間 

電源立ち上げ時、電気性能を安定化させるため、ウォームアップを１０分以上行って下さい。 

 

 

 

保管上の注意 

１） 直射日光、粉塵をさけて保管して下さい。 

２） 温度－２０℃～６０℃、湿度７０％RH 以下（６０℃）、一日の温湿度の変化が少ないところで保管して下さい。 

 

 

 

アフターサービス 

この製品の内容及び操作方法等について、ご質問がございましたら下記までお問い合わせ下さい。 

 

マイクロニクス株式会社 

〒１９３‐０９３４  東京都八王子市小比企町２９８７‐２ 

ＴＥＬ． ０４２（６３７）３６６７            ＦＡＸ． ０４２（６３７）０２２７ 

ＵＲＬ： http://www.micronix‐jp.com/    E‐mail： micronix_j@micronix‐jp.com 
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 １．概 要  
１．１ 製品概要 

 高速フーリエ変換（FFT）によるリアルタイム方式と、従来の掃引方式の２方式を搭載した世界初のハンディ型シグナルア

ナライザです。両方式のそれぞれの長所を利用することができます。主な機能と特長は次の通りです。 

 

１） リアルタイム方式プラス掃引方式 

リアルタイム方式は瞬時に発生するスペクトルを見逃しません。ノイズ測定や過渡的な現象を解析する場合に最適です。

一方、掃引方式は広いスパンを観測するのに適しています。各々の特長を活かして使い分けることにより、さまざまな 

アプリケーションに対応することができます。 

 

２） 充実した解析機能 

リアルタイム方式では、スペクトル解析をはじめとしてスペクトログラム解析やオーバーライト解析ができます。さらに、 

タイムドメイン解析も行うことができます。 

 

３） アナライザの能力を拡大するタイムドメイン解析  

リアルタイム方式ではパワー対時間、周波数対時間、位相対時間、ＩＱ対時間、Ｑ 対 Ｉの時間軸による解析ができます。 

 

４） ７２０フレーム/秒の高速オーバーライト解析 

リアルタイム方式でのオーバーライト解析は、７２０フレーム/秒で高速処理しますので希に発生する不要スペクトルも見

逃しません。 

 

５） 強力なトリガ機能 

リアルタイム方式ではチャネルパワートリガ、パワートリガ、ＩＦレベルトリガ、外部トリガと強力なトリガ機能を搭載。 

 

６） 最大２０ＭＨｚスパンのリアルタイム処理 

リアルタイム方式では最大２０ＭＨｚスパンで信号を観測することができますので、ほとんどの無線通信の変調信号を 

キャッチできます。 

 

７） １６Ｋフレームの大容量メモリ内蔵と高速ＵＳＢ転送 

リアルタイム方式では１６Ｋフレーム（６４Ｍバイト）の大容量ＩＱメモリを内蔵していますので、長時間のデータを捉えられ

ます。また、ＩＱデータは１９ｍｓ/フレームの速度でＰＣへ転送することができます。 

 

８） 平均ノイズレベル －１６２ｄＢｍ/Ｈｚ 

－１６２ｄＢｍ/Ｈｚ〔ＭＳＡ５３８/５３８ＴＧ/５３８Ｅ〕及び －１５７ｄＢｍ/Ｈｚ〔ＭＳＡ５５８/５５８Ｅ〕の平均ノイズレベルを達成

しています。 

スパン２０ｋＨｚのリアルタイムモードでは、各々－１４０ｄＢｍ及び－１３５ｄＢｍの平均ノイズレベルとなります。 

 

９） 小型 ・ 軽量 １．８ｋｇ 

サイズは１６２（Ｗ）×７１（H）×２６５（D）ｍｍと小型で、重さはバッテリを含めてもたった１．８ｋｇです。出張先や屋外で

の測定に大変便利です。 

 

１０） ４時間のバッテリ動作 

オプションのリチウムイオン電池ＭＢ４００をフル充電すると、約４時間（バックライトオフ）使用することができます。 
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１１） ＵＳＢメモリにデータ保存 

外部メモリとしてＵＳＢメモリを使用することができます。画面はＢＭＰ形式で、スペクトル波形、ＩＱデータ及び設定パラメ

ータはＣＳＶ形式で記憶されます。また、オプションのＵＳＢプリンタに画面をそのままハードコピーすることができます。 

 

１２） 大型ベンチタイプに引けを取らない機能 

・ メジャリング機能 ： チャネルパワー、隣接チャネル漏洩電力、占有周波数帯幅、電界強度、磁界強度、ノイズ測定 

・ 演算機能 ： Ｍａｘホールド、Ｍｉｎホールド、平均化処理、オーバーライト 

・ マーカ測定及びピークサーチ機能 

 

１．２ 標準付属品 
 ① ＡＣアダプタ ＭＡ４００ 

 ② ソフトケース 

 ③ アクセサリー収納袋 

 ④ 取扱説明書 

  ※ ソフトケース 

  持ち運びや屋外での使用の際は、ソフトケースに入れると便利です。 

  ※ アクセサリー収納袋 

  ＡＣアダプタやプリンタはアクセサリー収納袋に入れて持ち運びできます。 

※ ソフトケースに入れて使用した場合、周囲の温度より内部の温度が高くなりますので、 

   高温の場所での使用はなるべく控えて下さい。 

 

 

１．３ ５モデルをラインアップ 
モデル 内 容 

ＭＳＡ５３８ 
２０ｋＨｚ～３．３ＧＨｚ 

もっともポピュラーなタイプ 

ＭＳＡ５５８ 
２０ｋＨｚ～８．５ＧＨｚ 

無線系情報通信のほとんどをカバー 

ＭＳＡ５３８ＴＧ 
２０ｋＨｚ～３．３ＧＨｚ 

５ＭＨｚ～３．３ＧＨｚ出力トラッキングジェネレータ搭載 

ＭＳＡ５３８Ｅ 
２０ｋＨｚ～３．３ＧＨｚ 

ＥＭＩ測定機能搭載 

ＭＳＡ５５８Ｅ 
２０ｋＨｚ～８．５ＧＨｚ 

ＥＭＩ測定機能搭載 
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 ２．仕 様  

２．１ 性能 

■ 周波数系 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ ＭＳＡ５５８/５５８Ｅ 

測定周波数 20kHz～3.3GHz 20kHz～8.5GHz 

セ
ン
タ
ー
周
波
数 

設定分解能 100Hz 

設定はロータリーエンコーダ、数字入力及びファンクションキーによる 

確度 掃引モード：±(30+20Ｔ) kHz±1ドット以内＠スパン≦10MHz※1、 

±(60＋300Ｔ) kHz±1ドット以内＠スパン≧20MHz※1        T：掃引時間（s） 

リアルタイムモード：±0.5 ppm±1ドット以内 

周
波
数
ス
パ
ン 

設定範囲 掃引モード：0Hz（ゼロスパン）、 

100kHz～2GHz（1-2-5ステップ）、 

及び 3.3GHz（フルスパン） 

リアルタイムモード： 

20ｋHz～20MHz（1-2-5ステップ） 

掃引モード：0Hz（ゼロスパン）、 

100kHz～5GHz（1-2-5ステップ）、 

及び 8.5GHz（フルスパン） 

リアルタイムモード： 

20ｋHz～20MHz（1-2-5ステップ） 

確度 掃引モード：±3％±1ドット以内＠AUTOより 1段遅い掃引時間※1、 

リアルタイムモード：±0.1％±1ドット以内 

表示ドット 501ドット 

分解能帯域幅 掃引モードのみ有効、3dB帯域幅 

 設定範囲 300Hz～3MHz（1-3ステップ）及びAUTO 

＜MSA538/538TG/558＞ 

300Hz～3MHz（1-3ステップ）及びAUTO、更に 9kHz（6dB）、120kHz（6dB）、1MHz（6dB） 

＜MSA538E/558E＞ 

確度 ±10％ (＠3MHz以外)、±20％ (＠3MHz) 

選択度 1：4.5（代表値）＠3dB：60dB 

ビデオ帯域幅 掃引モードのみ有効、3dB帯域幅  

 設定範囲 100Hz～3MHz（1-3ステップ）及びAUTO 

SSB位相ノイズ －95dBc/Hz（代表値）＠100kHzオフセット 

スプリアス －60dBc以下＠掃引モード、REFレベルから 5dB以上低い信号に対して、 

MSA558/558Eではスプリアスフリーモード 

－60dBc以下＠リアルタイムモード、REFレベルから 5dB以上低い信号に対して、 

MSA558/558Eでは中心周波数±200MHzの範囲外に 

(REF－35dB)以上の信号無きこと 

残留応答 －80dBm（代表値）＠REFレベル≦-15dBm 

高調波 －40dBc（代表値）＠10MHz以上 

基準周波数  

 温度特性 ±0.2 ppm以内＠0～50℃ 

経年変化 ±0.5 ppm以内＠1年 

※1：23±5℃、28℃/70％RH以下 
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■ 振幅系 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ ＭＳＡ５５８/５５８Ｅ 

基準レベル  

 

設定範囲 ＋10～－60dBm、1dBステップ 

確度 ±0.8dB±1ドット以内＠CF 100MHz、REF －15dBm※1 

単位 dBm、dBV、dBmV、dBμV、dBμV/m、dBμA/m 

平均雑音レベル －162dBm/Hz（代表値）＠1GHz 

＜参考＞リアルタイムモード、1GHz、スパン

20kHzでは－140dBm（代表値） 

－157dBm/Hz（代表値）＠1GHz 

＜参考＞リアルタイムモード、1GHz、スパン

20kHzでは－135dBm（代表値） 

周波数特性 

 

±2.6dB±1ドット以内＠10MHz未満 

±1.0dB±1ドット以内＠10MHz以上 

入力インピーダンス 50Ω 

入力VSＷＲ 2.0（代表値） 

入力アッテネータ  

 減衰範囲 0～25dB（1dBステップ）、基準レベルに連動 

切換誤差 ±0.6dB以内＠100MHz 

表
示
ス
ケ
ー
ル 

表示ドット数 381点/10div 

種類 スペクトル及びオーバーライト ： 2、5、10 dB/div 

パワー対時間 ： 1、2、5、10 dB/div 

周波数対時間 ： スパンの 1、2、5、10 ％/div （実際はスパンに連動して Hz/div表示） 

位相対時間 ： 5、10、20、40°/div 

IQ対時間 ： 0.02、0.05、0.1、0.2V/div 

表示確度 

 

±（0.1dB＋1ドット）/2dB以内、±（0.2dB＋1ドット）/5dB以内、 

±（0.4dB＋1ドット）/10dB以内、±（0.9dB＋1ドット）/83dB以内 

オフセット 

 

スペクトル ： ±200dB、分解能 0.1dB 

パワー対時間 ： ±100dB、分解能 1dB 

周波数対時間 ： ±（SPAN/2）、分解能 （SPAN/100） 

位相対時間 ： ±200°、分解能 1° 

IQ対時間 ： ±1V、分解能 10mV 

最大RF入力レベル ＋27dBm（CW平均電力）、25VDC 

RF入力コネクタ N（J）コネクタ 

※1：23±5℃、28℃/70％RH以下 
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■ 掃引系 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ ＭＳＡ５５８/５５８Ｅ 

掃引時間 掃引モードのみ有効 

 

設定範囲 

 

10ms～30s（1-3 ステップ、スパン 0～2GHz）

及びAUTO、 

30ms～30s（1-3 ステップ、フルスパン）及び

AUTO 

10ms～30s（1-3 ステップ、スパン 0～2GHz）

及びAUTO、 

30ms～30s（1-3 ステップ、スパン 5GHz、フ

ルスパン）及びAUTO 

確度 ±0.1％±1 ドット以内＠フルスパン除く、±

1.5％±1ドット以内＠フルスパン 

±0.1％±1 ドット以内＠フルスパン除く、±

2.5％±1ドット以内＠フルスパン 

トリガ リアルタイムモードと掃引モードのゼロスパンのみ有効 

  

トリガモード フリーラン、トリガ 

スキャンモード シングル、コンティニュー＠リアルタイムモードのみ有効 

トリガソース 掃引モード ： 内部及び外部 

リアルタイムモード ： チャネルパワー、パワー、IFレベル及び外部 

レベル設定範囲 内部＠掃引モード ： 固定 

チャネルパワー ： 0dB（基準レベル）～－40dB、1dBステップ 

パワー ： 0dB（基準レベル）～－40dB、1dBステップ 

IFレベル ： 1～100％（A/D変換器フルスケール）、1％ステップ 

スロープ 立上り、立下り＠リアルタイムモードのみ有効 

プリトリガ リアルタイムモードのみ有効 

 設定範囲 0～100％、25％ステップ 

外部トリガ  

 

 

 

 

 

 

 

入力電圧範囲 

周波数範囲 

入力RC 

入力結合 

トリガレベル 

最大入力電圧 

入力コネクタ 

1～10Vp-p 

DC～5MHz 

約 10kΩ//15pF以下 

DC結合 

約 0.56V（固定） 

±50V (DC+ACpeak) 

SMA(J)コネクタ 

時間分解能 5サンプル＠チャネルパワー 

1サンプル＠パワー 

14.7ns＠IFレベル 

検波モード ポジティブピーク、ネガティブピーク、サンプル＠掃引モードのみ有効 

（MSA538E/558Eは上記の他、準ピークと平均が追加） 
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■ リアルタイムモード 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ/５５８/５５８Ｅ共通 

IQメモリ容量 64Mバイト 

最大フレーム数 16,383フレーム 

フレーム時間 30.1μs（スパン 20MHｚ）～30.1ms（スパン 20ｋHｚ） 

解
析
機
能 

スペクトル解析 1フレーム分のデータがスペクトル演算され、表示される。 

 

 

窓関数 

等価雑音帯域幅 

4項ブラックマン・ハリス 

スパン/301 

スペクトログラム解析 時間（フレーム）が X軸、周波数が Y軸、パワーが Z軸（色にて表示）の 3次元表示 

オーバーライト解析 1フレーム毎のスペクトル波形を重ね書きして表示 

 

 

 

重ね書き頻度 

蓄積速度 

蓄積フレーム数 

色にて表示 

720フレーム/ｓ 

200、500、1000、2000、5000、∞フレーム 

タイムドメイン解析 IQデータを基に下記 5種類の解析を表示 

 

 

 

 

 

パワー対時間 

周波数対時間 

位相対時間 

IQ対時間 

Q 対 I 

時間を X軸、パワーを Y軸に表示 

時間を X軸、周波数を Y軸に表示 

時間を X軸、位相を Y軸に表示 

時間を X軸、IQデータを Y軸に 2トレース表示 

Iデータを X軸、Qデータを Y軸に極座標表示 

 

■ 共通機能 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ/５５８/５５８Ｅ共通 

メジャリング機能 

 

チャネルパワー測定（電力の総和と平均電力）、隣接チャネル漏洩電力測定、占有周波数

帯幅測定、電界強度測定（その他電力密度測定と磁界強度測定。オプションのポータブル

アンテナ必要）、磁界強度測定（オプションの磁界プローブ必要）、ノイズ測定 

演算機能 

 

Norm、MaxHold、MinHold、Averaging、OverWrite 

掃引モード：掃引回数 2～1024回（2の累乗）及び無限回を設定 

リアルタイムモード：スキャン回数2～1024回（2の累乗）及び無限回を設定 

※スペクトル波形のみ有効。 

マーカ測定 

 

SINGLE：1つのマーカ点の周波数（最大 8桁）とレベル（最大 4桁）を表示。 

DUAL：2つのマーカ点の各々の周波数とレベルを表示。 

DELTA：2つのマーカ点間の周波数差とレベル差を表示。 

※オーバーライト解析では使用できない。 

ピークサーチ機能 

 

全10div（WHOLE）又は指定されたゾーン内（ZONE）のピーク点、あるいはWHOLEモードで

は NEXTピーク点をサーチし、周波数とレベルを表示。dB系からリニア系への単位変換機

能付き。※オーバーライト解析では使用できない。 

AＵＴＯチューニング 

 

ファンクションキーのAUTO TUNEを押すとフルスパン内の最大レベルのスペクトルに中心

周波数を合わせ、かつ最適な基準レベルに設定する。さらに、分解能帯域幅、ビデオ帯域

幅及び掃引時間を最適値に設定する。※掃引モードのみ有効。 

セーブ／ロード  

 

セーブ動作 

 

200スペクトル波形と 200設定パラメータをセーブ。 

※リアルタイムモードにおけるスペクトログラム波形、オーバーライト波形、タイムドメイン

波形 5種及び IQデータはセーブできない。 

ロード動作 １スペクトル波形と１設定パラメータをロード。 
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■ 一般性能 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ/５５８/５５８Ｅ共通 

入力コネクタ N（J）コネクタ 

インタフェース ＵＳＢ２．０対応 

コネクタ Ｂ端子(デバイス) 

転送速度 フルスピード（12Ｍｂｐｓ） 
通
信 

転送データ数 501 点（スペクトル）/最大 64M バイト（IQ データ）＠リアルタイムモード 

1001 点＠掃引モード 

ハードコピー Ａ端子(ホスト)を使用して USB プリンタ(オプション)に直接ハードコピー 

USB メモリ Ａ端子(ホスト)を使用。スペクトル波形、IQ データ、設定パラメータ及び〔（スペクトル波形又

は IQ データ）＋（設定パラメータ）〕を記憶できる。 

※ロード後に再解析できるのは〔IQ データ＋設定パラメータ〕のみ 

表示器 5.7 インチ、カラーＬＣＤ 

バックライト ＬＥＤバックライト 
表
示 

ドット数 640(Ｈ)×480(Ｖ)ドット 

種類 外部 DC 電源(専用 AC アダプタ MA400)、リチウムイオン電池(オプション MB400) 

専用 AC アダプタ 

 

入力：100～240VAC 

出力：9VDC/2.6A 

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池 7.4Ｖ／5000ｍＡｈ 

電
源 

 

 

充電機能 

電池残量表示 

電源オフ時のみ充電ができる。2 色(赤・緑)LED により 4 つの充電状態を表示 

5 段階表示 

 
■ その他 

 ＭＳＡ５３８/５３８Ｅ/５３８ＴＧ/５５８/５５８Ｅ共通 

動作温度 0～50℃（性能保証は 23±10℃、ただし※1 は 23±5℃、ソフトケースなし） 

動作湿度 40℃/80％RH 以下 

（性能保証は 33℃/70％RH 以下、ただし※1 は 28℃/70％RH 以下、ソフトケースなし） 

保存温・湿度 －20～60℃、60℃/70％RH 以下 

大きさ 162（W）×71（H）×265（D）mm（突起物、保護ラバー、スタンドは含まず） 

重さ 約 1.8kg（バッテリ含む） 

※1：23±5℃、28℃/70％RH 以下 

 

 ＭＳＡ５３８ＴＧ（トラッキングジェネレータ）の仕様については『２２.TG モード』参照 
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 ２．２ 外観図 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 仕様、形状は、事前の断りなしに変更されることがあります。                 [単位：mm] 
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 ３．パネル面説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 液晶画面 

６４０（Ｈ）×４８０（Ｖ）ドットの大型液晶表示器です。 

スペクトル（１０ｄｉｖ×１０ｄｉｖ）、各種設定値、測定値等を同時に表示します。 

 

２） ファンクションキー（Ｆ１～Ｆ６） 

機能は操作に応じ変わります。画面表示に対応した機能を持ちます。 
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３） センター周波数キー 

センター周波数を設定します。０～３．３ＧＨｚ(ＭＳＡ５３８、ＭＳＡ５３８ＴＧ、ＭＳＡ５３８Ｅ)、０～８．５ＧＨｚ 

(ＭＳＡ５５８、ＭＳＡ５５８E )の間で設定できます。 設定分解能は１００Ｈｚです。 

 

４） 周波数スパンキー 

周波数スパンを設定します。掃引モードでは、１００ｋＨｚ～２ＧＨｚ及びゼロスパンとフルスパン３．３GHz 

(ＭＳＡ５３８、ＭＳＡ５３８ＴＧ、ＭＳＡ５３８Ｅ)、１００kHz～５ＧＨｚ及びゼロスパンとフルスパン８．５ＧＨｚ 

(ＭＳＡ５５８、ＭＳＡ５５８Ｅ)に設定できます。リアルタイムモードでは、２０ｋＨｚ～２０ＭＨｚに設定できます。 

 

５） 基準レベルキー 

基準レベル等を設定します。基準レベルは＋１０～－６０ｄＢｍの間を１ｄＢステップで設定できます。 

 

６） 帯域幅キー 

分解能帯域幅またはビデオ帯域幅を設定します。分解能帯域幅は３００Ｈｚ～３ＭＨｚ及びＡＵＴＯに、 

ビデオ帯域幅は１００Ｈｚ～３ＭＨｚ及びＡＵＴＯに設定できます。 

 

７） トリガキー 

リアルタイムモードの各種トリガ機能を設定できます。 

 

８） オペレーションキー 

掃引モードとリアルタイムモードを切り換えます。 

 

９） メジャリング機能キー 

チャネルパワー測定、隣接チャネル漏洩電力測定、占有周波数帯域幅測定、電界強度測定、磁界強度測定、 

ノイズ測定を選択します。 

 

１０） 演算機能キー 

Ｎｏｒｍ、ＭａｘＨｏｌｄ、ＭｉｎＨｏｌｄ、Ａｖｅｒａｇｉｎｇ、ＯｖｅｒＷｒｉｔｅを選択します。 

 

１１） 表示スケールキー 

測定を行う条件により振幅軸の表示スケールを選択します。 

 

１２） 掃引軸キー 

掃引時間１０ｍｓ～３０ｓの設定と検波モードの設定をします。 

 

１３） ホールド／ランキー 

測定を停止、または再開します。 
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１４） マーカ及びピークサーチキー 

マーカの設定、操作をします。 

 

１５） セーブ／ロードキー 

スペクトルデータと設定パラメータのセーブとロードを行います。 

 

１６） コピーキー 

画面をプリンタ（オプション）に印刷します。ＵＳＢメモリ(別売り)に画面を記録することができます。 

 

１７） ＵＴＩＬキー 

ラベルの設定および時計機能の設定、ブザーＯＮ／ＯＦＦをなど、補助的機能の設定をします。 

 

１８） 画面コントロールキー 

画面色設定、バックライトＯＮ／ＯＦＦ、バックライト明るさを設定します。 

 

1９） ロータリーエンコーダ 

各種設定に使用します。操作時はゆっくりとまわしてください。 

 

２0） 電源スイッチ 

電源をＯＮ／ＯＦＦします。 

 

２１） 入力コネクタ 

N（J）コネクタです。 

 

２２） 充電状態表示 

内蔵電池の充電状態を 2 色LED で表示します。 

 

２３） ＤＣ電源入力コネクタ 

専用ＡＣアダプタＭＡ４００を接続します。 

 

２４） USB A 端子 

 ＵＳＢプリンタ(オプション)と、データ保存用のＵＳＢメモリ(別売り)を接続します。 

 

２５） USB Ｂ 端子 

 USB ケーブル ＭＩ４００（オプション）を使用しパソコンと接続します。 

 

２６） 外部トリガ入力端子 

 SMA(J)コネクタです。 
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 ４．画面の説明  
４. １ 掃引モード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 掃引時間（ＳＷＥＥＰ）が速く、正常な測定が出来ないときに表示されます。 

 測定波形が正常でなくなるので掃引時間を遅くしてください。 

 

UNCAL 

スペクトル画面 
10ｄｉｖ×10ｄｉｖ 

ファンクションメニュー 

周波数軸設定値表示 
   
センター周波数、周波数スパン、 
分解能帯域幅、ビデオ帯域幅 

振幅軸設定値表示 

基準レベル、入力ＡＴＴ、 
表示スケール 

掃引軸設定値表示 

掃引時間、 
検波モード 

演算機能表示 

メジャリング機能表示 

動作表示 

ロード波形設定パラメータ表示 

※メジャリング機能使用時は 
設定値表示としても使われます。 

   

測定値表示 

UNCAL 表示 ※１ 
電池残量表示 

上段：ラベル表示 

下段：時計表示 

アクティブエリア表示 



 －13－

４. ２ リアルタイムモード（１波形表示） 

 

 

スペクトル画面 
10ｄｉｖ×10ｄｉｖ 

ファンクションメニュー 

周波数軸設定値表示 
   
センター周波数、周波数スパン 

振幅軸設定値表示 

基準レベル、入力ＡＴＴ、 
表示スケール 

トリガモード表示 

演算機能表示 

メジャリング機能表示 

動作表示 

ロード波形設定パラメータ表示 

※メジャリング機能使用時は 
設定値表示としても使われます。 

   

測定値表示 

電池残量表示 

上段：ラベル表示 

下段：時計表示 

アクティブエリア表示 

ＵＳＢ：ＬＯＡＤ 

 BASE352acp8_SP090.csv 

BASE352acp8 CF:1000.00M 

SP: 20M 5dBm 
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４. ３ リアルタイムモード （２波形表示） 

スペクトル画面 
10ｄｉｖ×10ｄｉｖ 

メイン画面 

サブ画面 
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  ５. ファンクションメニュー  

 

各キーを押したときの、ファンクションメニューが変化する流れを次に示します。 

下図のように画面下部のファンクションメニューと、その下のファンクションキーが対応しています。 

 

 「ファンクションメニューの表示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ※ 詳しくは『７．測定モード』を参照して下さい。 

                  

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＨ ＰＯＷＥＲ ＡＣＰ ＯＢＷ ＡＮＴ 

ＥＦＳ ＭＦＳ 

ＰＲＯＢＥ 

 

ＮＯＩＳＥ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

OPERATIN 

MODE 

ANALYSIS 

MAIN SUB 

T DOMAIN 

SELECT 

FREQ - T 

 

POWER - T 

 

PHASE - T 

 

SPECTRUM 

 

SPECTROGM 

  

STR FRAME 

 2000 

SPECTROGM 

 

OVERWRITE 

 

POWER - T 

 

IQ - T 

 

Q - I 

 

OFF 

 

※リアルタイムモード 

 

RETURN 

 

RETURN 

 

RETURN 

ANALYSIS 

MAIN SUB 

ACQ FRAME 

 1 

STT FRAME 

1 

ANL FRAME 

1 

ENC STEP 

10 

※オーバーライト測定のときの表示 
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  ※ 詳しくは『８．センター周波数』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※ 詳しくは『９．周波数スパン』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＲＥＱ 

１００ＭＨｚ １００ＭＨｚ 

EncStep SET 

CENTER 

Ｔｅｎ Ｋｅｙ 

ＭODE 

ＣＥＮＴＥＲ ＦＲＥＱ KeyStep 

：センター周波数設定 

".” ＣＬＥＡＲ 

ＢＡＣＫ 

ＳＰＡＣＥ ＲＥＴＵＲＮ 

ＳＰＡＮ 

：周波数スパン設定 

ＳＰＡＮ 

ＮＯＲＭＡＬ 

ＳＰＡＮ 

ＦＵＬＬ 

ＳＰＡＮ 

ＺＥＲＯ 

".” ＣＬＥＡＲ 

ＢＡＣＫ 

ＳＰＡＣＥ ＲＥＴＵＲＮ 

 

 GHz  MHz 

CENTER 

MKR 

TUNE 

AUTO 

ＲＥＴＵＲＮ 
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       ※ 詳しくは『１０．基準レベル』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

REFER 

 

dBm 

OFS STEP 

1dB 

IMP 

50Ω 

UNIT 

1dB 

REF STEP 

OFF 

OFFSET 

1.0dB 

OFS dB 

OFS STEP 

1dB 

 

OFF 

OFFSET 

0dB 

OFS dB 

OFS STEP 

10° 

 

 

OFF 

OFFSET 

0° 

 

OFS deg 

OFS STEP 

10mV 

 

OFF 

OFFSET 

0mV 

OFS V 

dBm 

REF 

dBm 

REF 

dBm 

REF 

OFS STEP 

100KHz 

 

OFF 

OFFSET 

0KHz 

OFS Hz 

dBm 

REF 

※掃引モード / スペクトラム測定 / オーバーライト測定 

：基準レベル設定 

※パワー 対 時間 測定 

※周波数 対 時間 測定 

※位相 対 時間 測定 

※IQ 対 時間 測定 
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  ※ 詳しくは『１１．表示スケール』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※ 詳しくは『１２.分解能帯域幅』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SCALE 

ＳＣＡＬＥ 

：表示スケール設定 

SCALE 

10ｄB/ 5ｄB/ 2ｄB/ 

ＢＷ 

：ＢＷ設定 

RBW 

MANUAL  AUTO 
VBW 

MANUAL  AUTO 

 

ALL AUTO 

SCALE 

10dB/ 5dB/ 2dB/ 1dB/ 

SCALE 

2MHz/ 1MHz/ 400kHz/ 200kHz/ 

0.2V/ 0.1V/ 

SCALE 

40°/ 20°/ 10°/ 5°/ 

※掃引モード / スペクトラム測定 / オーバーライト測定 

※パワー 対 時間 測定 

※周波数 対 時間 測定 

※位相 対 時間 測定 

※IQ 対 時間 測定 

0.05V/ 0.02V/ 
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        ※ 詳しくは『１３．掃引軸・検波モード』を参照して下さい。 

       ※ Ｔ.Ｇ.ＭＯＤＥはＭＳＡ５３８ＴＧのみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ※ 詳しくは『１４．トリガ設定モード』を参照して下さい。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＷＥＥＰ 

：掃引時間設定 

ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ  

ＭＡＮＵＡＬ ＡＵＴＯ ＡＬＬ ＡＵＴＯ ＳＭＰＬ 

ＤＥＴ 

ＭＯＤＥ 

Ｔ．Ｇ． 

ＯＮ 

 Ｔ．Ｇ． 

ＯＮ 

ＮＯＲＭ 

TRIG 

TRIG SRC  

INT EXT 

CH1 

CHANNEL 

-40ｄB 

LEVEL 

RETURN 

 

SELECT 

TRIG SRC 

100% 

PRE TRIG 

ＲＩＳＥ 

SLOPE 

SINGLE 

SCAN 

 

FREE RUN 

-35dB 

POWER 

SELECT 

CH POWER 

80％ 

IF LEVEL 

 

EXT 

RETURN 

 

※掃引モード 

※リアルタイムモード 
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  ※ 詳しくは『１６．演算機能』を参照してください。 

       ※ ＳＰＲ. ＦＲ はＭＳＡ５５８/５５８Ｅのみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        ※ 詳しくは『１７．マーカ・ピークサーチ』を参照して下さい。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＬＣ 

：回数設定 

ＯＶＲＷＲ 

２５６ 

ＮＯＲＭＡＬ 

２５６ 

ＭＡＸ ＨＬＤ 

２５６ 

ＭＩＮ ＨＬＤ 

２５６ 

ＡＶＧ 

足りなくなったらＮＥＸＴ 

ＭＫＲ 

：マーカ位置移動 （NORMAL モード） 

：マーカ位置移動 （リアルタイムモード タイムドメイン I/Q 対 時間 測定時） 

ＳＰＲ. ＦＲ 

OFF 

dBm→W 

UNIT CONV PEAK SEARCH 

WHOLE ZONE SINGLE 

MARKER 

IQ TRACE 

MARKER MARKER SELECT 

I Q 

※IQ 対 時間 測定 
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  ※ 詳しくは『１８．セーブ／ロード』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ 

ＰＲＥ 

ＳＥＴ 

ＲＥＴＵＲＮ 

ＲＥＴＵＲＮ 

ＲＥＴＵＲＮ 

メインメニュー 

ＤＥＶＩＣＥ 

ＭＥＭ ＵＳＢ 

ＭＯＤＥ ＳＥＬＥＣＴ 

ＳＡＶＥ ＬＯＡＤ ＤＥＬＥＴＥ 

セーブメニュー 

ＳＡＶＥ 

ＥＸＥＣＵＴＥ 

Ｆｉｌｅ Ｓｅａｒｃｈ Ｓｔｅｐ 

１ １０ １００ 

ロードメニュー 

デリートメニュー 

：消去ファイル選択 

：読み出しファイル選択 

ＬＯＡＤ 

ＥＸＥＣＵＴＥ 

ＤＥＬＥＴＥ 

ＥＸＥＣＵＴＥ 

ＤＩＳＰ 

CLEAR 

Ｆｉｌｅ Ｓｅａｒｃｈ Ｓｔｅｐ 

１ １０ １００ 

：読み出しファイル選択 

ＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅ プリセットメニュー 

ＰＲＥＳＥＴ 

ＮＯＲＭＡＬ ＥＭＩ－Ｃ ＥＭＩ－Ｒ 

ＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅの場合 

OBJECT 

SPECTRUM 

ALL ＤＥＬ 

DELETE 
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      ※ 詳しくは『１９．メジャリング機能』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MEAS 

：パラメータ設定 

ＣＨ ＰＯＷＥＲ 

MＦＳ 

ＰＲＯＢＥ 

 

ＮOISE 

 

ＡＣＰ 

 

ＯＢＷ 

 

ＡＮＴ 

ＥＦＳ  

ＭＥＡＳ 

ＯＦＦ ＢＡＮＤ 

ＭＯＤＥ ＢＡＮＤ 

ＣＥＮＴＥＲ ＷＩＤＴＨ 

：パラメータ設定 

ＭＥＡＳ 

ＯＦＦ BAND 

ＭＯＤＥ ＡＣＰ 

ＯＦＦＳＥＴ ＷＩＤＴＨ 

ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ 

ＣＥＮＴＥＲ ＷＩＤＴＨ 

Ｎ％ 

ＭＥＡＳ 

ＯＦＦ ９９．５％ １．０％ 

ＭＯＤＥ ＲＡＴＩＯ  ＥｎｃＳｔｅｐ 

：パラメータ設定 

Ｍ４０１ 

ＭＥＡＳ 

ＯＦＦ 

ＡＮＴ 

ＣＰ－２Ｓ 

ＭＥＡＳ 

ＯＦＦ 

ＰＲＯＢＥ 

POWER 

SUM 

dBm/BW 

ＭＥＡＳ 

ＯＦＦ 

UNIT 

UNIT 

  dBμV/m 

BW 

   1Hz 
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  ※ 詳しくは『２１．画面コントロール』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 詳しくは『２３．画面データの保存と印刷』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 詳しくは『２４．補助機能 』を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＤＳＰＬ 

ＣＯＬＯＲ１ 

ＣＯＬＯＲ 

ＯＮ 

ＢＡＣＫ ＬＴ 

８０ 

ＢＲＩＧＨＴ 

ＣＯＰＹ 

ＷＨＯＬＥ 

ＡＲＥＡ 

ＥＸＥＣＵＴＥ 

ＰＲＩＮＴ 

COPY 

Ｂｍｐ－＞ＵＳＢ 

ＥＸＥＣＵＴＥ 

ＭＥＭ→ＵＳＢ 

ＵＴＩＬ 

ＬＡＢＥＬ 

ＯＦＦ 

ＭＥＮＵ 

ＡＬＷＡＹＳ 

ＢＵＺＺＲ 

ＣＯＮＦＩＧ 

ＣＬＯＣＫ 

 

ＢＡＣＫ ＳＰ 

← 

ＥＮＴＥＲ 

→ 

０１２ 

 

ａｂｃ 

 

ＡＢＣ 

 

＠％＊ 

０８ 

ＭＩＮ 

５０ 

ＥＮＴＥＲ ＹＥＡＲ 

４ 

ＭＯＮＴＨ 

３０ 

ＤＡＴＥ 

２３ 

ＨＯＵＲ 

：文字選択 

：数値選択 

EXECUTE 

USB→MEM 

SYSTEM 

INFO 
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必ず接地して 

ご使用ください。 

 ６．取扱いの準備  
６．１ スタンド 

背面のスタンドを利用すると、机上での使用の際に画面をより見やすい角度で使用することができます。 
 

 

 

６．２ 電源の接続 
ＡＣアダプタＭＡ４００は、ＡＣ電源での使用及び内蔵バッテリＭＢ４００（オプション）の充電を兼ねています。 
充電は、ＡＣアダプタが接続されていて、本体電源がオフの時自動的に開始されます。 
下図のように接続し、ＡＣプラグはライン電源（ＡＣ１００～２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚ）に接続します。静電気保護のため、 
三芯コンセントに接続して接地して下さい。接地しなかった場合、本器及び被測定物が損傷する恐れがあります。 
尚、付属のＭＡ４００以外のＡＣアダプタは絶対に使用しないで下さい。 
ＭＡ４００以外のＡＣアダプタを使用すると、故障の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
バッテリ動作時は、電池残量が画面に表示されます。（５段階）  
残量表示が   マークとなるとブザーが鳴り（ブザーが鳴らないよう設定されていても鳴ります）、数分のうちに電源

が切れてしまいます。 
電源がオフになっても問題ないようにデータの保護等必要な作業を速やかに行ってください。 

ＡＣ１００～２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚへ接続 

バッテリ充電時間 ： 約４時間 
バッテリ動作時間 ： 最長約４時間 

（バックライトオフ） 
※ 設定はプリセット状態で、 

常温で何も操作しなかった場合 

＊電源の GND が接地されている事も併せて確認してください。 
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６．３ バッテリの充電 

本体の電源をオフにして AC アダプタを接続してください。自動的に充電は開始します。 

この時、以下の様に側面の２色LED が状態を表します。 

 

 

 

 

 

 

 ※ 電源オン時はＬＥＤ消灯 

なお、異常時とは充電時間を過ぎても充電が完了しない(タイムアウト)場合と電池が過電圧となった場合です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．４ バッテリ取り付け 
バッテリの取り付けをする場合は、まず電源を切りＡＣアダプタを取り外してから、下図１のように背面にある 
バッテリカバーを外して下さい。 
次に図２の様にバッテリを入れ、図３に示す矢印の方向にバッテリを動かし、確実に装着させてください。 
必ず指定のバッテリ ＭＢ４００を使用して下さい。 

 

充電状態 ＬＥＤの色 

充電 赤 

充電完了 緑 

電池の未装着 緑 

異常 赤点滅 

ご注意 

バッテリを使用する場合は、誤った使い方をすると漏液、発熱、発火、破裂などの原因になります。 
下記の事を必ずお守りください。 

・ 取り外したバッテリの端子（金属部分）が短絡しないようにしてください。 
持ち運ぶ時に金属のネックレス、クリップ、コイン、鍵などが端子に触れないように注意してください。 

・ バッテリを投げつけたり、落としたり、叩くといった強い衝撃を加えないでください。 
・ バッテリを分解、改造しないでください。 
・ バッテリを火中に投入したり、過熱しないでください。 
・ バッテリを直射日光の当たる場所や、炎天下の車内など高温の場所に放置しないでください。 
・ バッテリを水や海水につけたり、端子部分を濡らさないでください。 
・ バッテリを冷えたまま(0℃以下)や、寒い戸外で充電しないでください。 

性能や寿命を低下させる原因になります。 
・ バッテリは指定充電方法以外で充電しないでください。 
・ バッテリを保管する場合は、できるだけ湿度の低い冷暗所で保管してください。 

また、子供の手の届かない場所に保管してください。 
なお、長時間御使用にならなかったバッテリは充分に充電されないことがあります 

・ バッテリには寿命が有ります。 
駆動時間が極端に短くなった場合は、新しいバッテリ（MB400）と交換してください。 

上手な使い方 

ＡＣアダプタで使用する時は、バッテリを取り外してください。 

充電回数が増えバッテリの寿命を短くする恐れがあります。 

図1 図2 図3 

※充電は、０℃～４０℃の動作温度で行ってください。 
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 ７．測定モード＜ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥ＞  
                        を押すことで、掃引モードとリアルタイムモードを切り換えることができます。 

SWEEP MODE ： 掃引モードになります。画面メニューは変わりません。 

REAL TIME MODE ： リアルタイムモードになります。下記のリアルタイム・スペアナメニューに切り替わります。 

リアルタイム・スペアナメニューの各モード表示の時に OPERATION MODE キーを押すと、掃引モードに切り替わります。 

セットアップパワーオフ機能により、電源をＯＦＦしても掃引モードとリアルタイムモードのそれぞれで最後に行った測定の 

設定を記憶しています。但し、電源をＯＮしたときは必ず、掃引モードで始まります。 

 

     リアルタイム・スペアナメニュー 

 

 

 

 

 

 
１． を押すと、メイン測定モード選択メニューに切り換えます。（７．１メイン測定モード参照） 

２． を押すと、サブ測定モード選択メニューに切り換えます。（７．３サブ測定モード参照） 

１フレームは時間軸上の１０２４サンプルから構成されます。 

サンプル/フレーム時間と最大連続捕捉時間はスパンの設定に依存して下記のようになります。 

スパン サンプル時間 フレーム時間 最大連続捕捉時間 

２０ＭＨｚ ２９．４ｎｓ ３０．１μｓ ０．４９３５ｓ 

１０ＭＨｚ ５８．８ｎｓ ６０．２μｓ ０．９８６９ｓ 

５ＭＨｚ １１８ｎｓ １２１μｓ １．９７３ｓ 

２ＭＨｚ ２９４ｎｓ ３０１μｓ ４．９３５ｓ 

１ＭＨｚ ５８８ｎｓ ６０２μｓ ９．８６９ｓ 

５００ｋＨｚ １．１８μｓ １．２１ｍｓ １９．７３ｓ 

２００ｋＨｚ ２．９４μｓ ３．０１ｍｓ ４９．３５ｓ 

１００ｋＨｚ ５．８８μｓ ６．０２ｍｓ ９８．６９ｓ 

５０ｋＨｚ １１．８μｓ １２．１ｍｓ １９７．３ｓ 

２０ｋＨｚ ２９．４μｓ ３０．１ｍｓ ４９３．５ｓ 

 

 

ANALYSIS  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP   

MAIN  SUB  １  １  １  １０ 
 

    

OPERATION MODE 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 
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３．             で、取り込むフレーム数の設定が行えます。 

４．             で、解析を開始するフレーム数の設定が行えます。 

５．             で、解析を行うフレーム数の設定が行えます。 

６． を押す度に､  １    １０     １００      １０００     に       で変化させるステップ量を

切り換えます｡ 

 

    リアルタイム・スペアナメニュー（オーバーライト測定） 

 

 

 

 

 

 

７．       で、    ２００    ５００    １０００    ２０００    ５０００    ＊＊（無限） 

にオーバーライト蓄積フレーム数を切り換えます。 

 

７．１ メイン測定モード 

 

 

 

 

 

 

１．           を押すと､スペクトル測定の表示を行います。 

２．           を押すと、スペクトログラム測定の表示を行います。 

３．           を押すと、オーバーライト測定の表示を行います。このときサブ測定の設定は行えなくなります。 

４．           を押すと、タイムドメイン測定の表示を行います。タイムドメイン測定選択メニューに移行 

します。（７．２タイムドメイン測定モード参照） 

 

 

 
 ANALYSIS  STR FRAME  

 

 
 

 
 

 

MAIN  SUB  200    
 

    

 
 SPECTRUM  SPECTROGM  OVERWRITE  T DOMAIN  

 
   

 
 

     SELECT   RETURN 
 

    

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 
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７．２ タイムドメイン測定モード 

 

 

 

 

 

 

１．           を押すと､パワー 対 時間 測定の表示を行います。 

２．           を押すと、周波数 対 時間 測定の表示を行います。 

３．           を押すと、位相 対 時間 測定の表示を行います。 

４．           を押すと、ＩＱ 対 時間 測定の表示を行います。 

５．         を押すと、Ｑ 対 Ｉ 極座標による表示を行います。 

 

７．３ サブ測定モード 

 

 

 

 

 

 

１．        を押すと､パワー 対 時間 測定の表示を行います。 

２．           を押すと、スペクトログラム測定の表示を行います。 

３．           を押すと、サブ画面の測定を行いません。 

 

      注 ： サブ画面は、基準レベルのオフセットが無効です。また、表示スケールは１０ｄＢ/ｄｉｖで固定です。 

 

 

 
 POWER - T  FREQ - T  PHASE - T  IQ - T  Q - I    

 
 

         RETURN 
 

    

 
 POWER - T  SPECTROGM  OFF  

 

   

 
 

      RETURN 
 

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 
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 ８．センター周波数 ＜ＦＲＥＱ＞  
        を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
８．１ ステップキー（【Ｆ１】、【Ｆ２】）による設定 

１．        を押す毎に、設定されたステップサイズでセンター周波数が下がります。 

２．        を押す毎に、設定されたステップサイズでセンター周波数が上がります。 

３．ステップサイズの設定 

                を押す毎に、下記の順に設定されます。 

         AUTO   １００MHz   １０MHz   １MHz   １００kHz   １０kHz   １ｋHz   １００Hz 

 
        AUTO : ステップサイズは周波数スパンの１/１０になります。 

 通常は AUTO に設定することをお勧めします。 

 

 

８．２ エンコーダによる設定  
１．     を回すと設定されたステップサイズでセンター周波数が変化します。 

２．ステップサイズの設定 

                を押す毎に、下記の順に設定されます。 

         AUTO   １００MHz   １０MHz   １MHz   １００kHz   １０kHz   １ｋHz   １００Hz 

 
        AUTO : ステップサイズは周波数スパンの１/５００になります。 

 但し、周波数スパン５０ｋHz 以下の時は１００Hz ステップになります。 

 通常は AUTO に設定することをお勧めします。 

 
 

 

ＣＥＮＴＥＲ ＦＲＥＱ  ＫｅｙＳｔｅｐ  ＥｎｃＳｔｅｐ  ＳＥＴ   Ｔｅｎ Ｋｅｙ   

←  →  100ＭＨｚ  100ＭＨｚ  ＣＥＮＴＥＲ  Ｍｏｄｅ 
 

    

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

ＦＲＥＱ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

※ センター周波数設定範囲は０～３．３ＧＨｚ(ＭＳＡ５３８（Ｅ/ＴＧ）) ０～８．５ＧＨｚ(ＭＳＡ５５８（Ｅ）)です。 

※ 設定を変更してしばらく（１～１０秒）は、センター周波数がずれることがあります。 
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ＴＲＩＧ  

２ ３

 

 

ＳＷＥＥＰ 

７

８．３ テンキーによる設定 
１．            を押し以下の Ｔｅｎ Ｋｅｙ Ｍｏｄｅメニューに切り換えます 

 

 

 

 
 

 
 

２．                        がそれぞれ＜ＧＨｚ＞、＜ＭＨｚ＞、＜．＞の各キーになります。 

が＜ＣＬＥＡＲ＞キー、         が＜ＢＡＣＫ ＳＰＡＣＥ＞キーになります。 

 エンコーダによるセンター周波数の変更は Ｔｅｎ Ｋｅｙ Ｍｏｄｅ でも行えます。 

３．「テンキー対応図」に従って、センター周波数の直接入力が可能となります。 

「テンキー対応図」 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

４．単位キー【ＭＨｚ（UTLTY）】、【ＧＨｚ（ＤＳＰＬ）】を入力することで決定されます。 

 又は         、         を押しても決定されます。 

※ 分解能（１００Ｈｚ）以下の桁数を設定した場合は切捨てとなります。 

５．設定の変更 

  単位キーを押す前に設定入力を変更する事ができます。 

           ： 設定値をすべて削除して最初から入力をやり直す事ができます。 

           ： １つ前の入力（桁）を削除します。 

 

 

      ＢＡＣＫ      

ＧＨｚ  ＭＨｚ  “.”  ＣＬＥＡＲ  ＳＰＡＣＥ  ＲＥＴＵＲＮ 
 

    

Ｆ４ 

Ｆ５ 

Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ 

Ｆ４ Ｆ５ 

Ｆ１ Ｆ２ 

ＭＥＡＳ 

ＤＳＰＬ 

 ＭＫＲ  

ＣＡＬＣ ＯPERATION 
MODＥ 

ＳＡＶＥ 
ＬＯＡＤ ＲＵＮ 

ＨＯＬＤ 

４ ５

０９８

UTIL 

ＳＣＡＬＥ 

ＢＷ 

COPY 

１

６

． ＭＨｚ ＧＨｚ 
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６．テンキーモードの解除 

           または を押すとセンター周波数メニューに戻ります。 

 
８．４ マーカ位置に合わせる ＜ＭＫＲ ＣＥＮＴＥＲ> 

１．        ⇒         を押すと、現在のマーカ位置の周波数をセンター周波数に設定します。 

※ 分解能（１００Ｈｚ）以下の桁数は切り捨てて設定されます。 

※ マーカが表示されてない時は動作しません。（ファンクションメニューも消えます。） 

 
８．５ ＡＵＴＯチューニング＜ＡＵＴＯ ＴＵＮＥ＞ 

１．        ⇒    2    を押すと、フルスパン帯域内の最大レベルの信号をサーチし、スペクトル 

は画面中央にチューニングされます。指定されたスパンで表示され、基準レベル、ＲＢＷ、ＶＢＷ及び 

ＳＷＥＥＰは最適値に設定されます。 

※ ＡＵＴＯチューニングを行う前にＳＰＡＮを設定して下さい。 

※ ファンクションメニューは無く、押すだけで動作します。 

※ 以下の条件の時、ＡＵＴＯチューニングは正常動作しません。 
ゼロスパン時、フルスパン時、入力信号レベルが－４０ｄＢｍ以下の時、 
入力信号周波数が５０ＭＨｚ以下の時 

 

 ９．周波数スパン ＜ＳＰＡＮ＞  

        を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

         

 

を押してから      で設定を行うことができます。 

 

１．    を回すと、決められたステップで周波数スパンが変化します。 

FREQ 

ＳＰＡＮ 

ＳＰＡＮ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

NORMAL  FULL  ZERO   

SPAN  SPAN  SPAN       

 

Ｆ６ 

Ｆ５ Ｆ１ 

Ｆ５ Ｆ２ 
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リアルタイムモード 

２０ｋ    ５０ｋ   １００ｋ    ２００ｋ    ５００ｋ    １Ｍ      ２Ｍ     ５Ｍ     １０Ｍ   

２０Ｍ ［Ｈｚ］ 

掃引モード 

ＭＳＡ５３８（Ｅ/TG） 

ＺＥＲＯ    １００ｋ     ２００ｋ     ５００ｋ     １Ｍ      ２Ｍ     ５Ｍ     １０Ｍ   

２０Ｍ    ５０Ｍ    １００Ｍ    ２００M    ５００Ｍ     １Ｇ     ２Ｇ    ＦＵＬＬ（３．３Ｇ）［Ｈｚ］ 

ＭＳＡ５５８（Ｅ） 

ＺＥＲＯ    １００ｋ    ２００ｋ    ５００ｋ    １Ｍ    ２Ｍ    ５Ｍ    １０Ｍ    ２０Ｍ 

５０Ｍ    １００Ｍ   ２００Ｍ    ５００Ｍ    １Ｇ    ２Ｇ    ５Ｇ    ＦＵＬＬ（８．５Ｇ）［Ｈｚ］ 

２． を押すと、ＦＵＬＬ ＳＰＡＮになります。 

   この状態で    を回すと、元のスパンに復帰します。 

３． を押すと、ＺＥＲＯ ＳＰＡＮになります。 

４． を押すと、ＦＵＬＬ ＳＰＡＮ，またはＺＥＲＯ ＳＰＡＮであった場合、元の周波数スパンに復帰します。 

 

■ 周波数バンド切り換え 

ＭＳＡ５５８（Ｅ）は、次の３バンドで構成されています。 

 

バンドの切り換えは設定された中心周波数、スパンにより自動的に適切なバンドに設定されます。 

（スパンが２００ＭＨｚ以下では２バンドで測定することはありません。） 

バンドが重複している周波数では周波数の低いバンドが優先されます。 

２つのバンドの周波数の接続点は次のように固定点となっています。 

２つのバンド 周波数接続点 

ベースバンドとバンド１－ ３．３０ＧＨｚ 

バンド１－とバンド１＋ ６．１９ＧＨｚ 

注 ： 周波数の接続点ではスペクトルの振幅が正しく表示されない場合があります。正確に測定をするときは、 

中心周波数またはスパンをバンドが切り換わらないように設定して下さい。 

バンド名 測定周波数範囲 

ベースバンド ２０ｋＨｚ～３．５０GHz 

バンド１－ ３．３０ＧＨｚ～６．１９ＧＨｚ 

バンド１＋ ５．９９ＧＨｚ～８．５０ＧＨｚ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 
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 １０．基準レベル ＜ＲＥＦＥＲ＞  

掃引モードとリアルタイムモードの Spectrum測定とOverWrite測定時に          を押すと以下のファンクション 

メニューに切り換わります。 

 

 

 

 

 

 

１０．１ 基準レベルの設定 

 を回すと、基準レベルが変化します。 〔詳しくは『１０．７ 単位毎の基準レベル設定範囲』を参照〕 

１０．２ 振幅軸の単位切換 

        を押すたびに、下記の順にレベル単位が設定されます。 

             ｄＢｍ      ｄＢμＶ      ｄＢｍＶ       ｄＢＶ  

１０．３ 基準レベルのステップ量の設定 

        を押すたびに、１０ｄＢ １ｄＢに    で変化させる基準レベルのステップ量を切り換えます。 

 

１０．４ 基準レベル・オフセットのオン・オフの設定 

        を押すたびに、基準レベル・オフセットのオン・オフを切り換えます。 

ＯＮ ： 基準レベル・オフセットが有効になります。 

ＯＦＦ ： 基準レベル・オフセットが無効になります。 

１０．５ 基準レベルのオフセットの設定 

１．                   で、基準レベルのオフセットが設定できます。 

外部でアンプやアッテネータを使用した場合、オフセットを付けて表示レベルを合わせる事ができます。 

設定範囲は－５０．０～５０．０ｄＢです。 

基準レベル表示に、設定したオフセット値が計算されて表示されます。 

※ オフセットを設定している場合、振幅軸設定値表示エリアに“ＯＦＳ”と表示されます。 

また、マーカの値にもオフセットが計算されて表示されます。 

※ ｄＢμＶ、ｄＢｍＶ、ｄＢＶ、Ｗ等のオフセットは自動的に変換されます。 

 

２．  を押すたびに、  １０ｄＢ    １ｄＢ    ０．１ｄＢ   に基準レベルのオフセットのステップ 

量を切り換えます。 

 
 ＵＮＩＴ  REF STEP  OFS ｄB  OFFSET  OFS STEP  ＩＭＰ  

ｄＢｍ 
 

１dB  １．０dB  OFF  １dB  ５０Ω 
 

    

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

ＲＥＦＥＲ 

Ｆ２ 

Ｆ４ 

Ｆ３ 

Ｆ５ 
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１０．６ 入力インピーダンスの設定 
           を押すたびに、５０Ω    ７５Ωに入力インピーダンスの設定を切り換えます。 

基準レベルの換算は自動的に行われます。 

同軸アダプタ（５０Ω/７５Ωインピーダンス変換器）ＭＡ３０８を付けた状態で“７５Ω”に設定すると、基準レベル 

にオフセットを付け、７５Ω系としての測定値に変換して表示します。 

※ “７５Ω”に設定している場合、振幅軸設定値エリアに“７５Ω”と表示されます。 

“７５Ω”に設定すると、オフセットが５．７ｄＢ（ＭＡ３０８の挿入損失）に設定されます。 

さらに、オフセットを変更する事もできます。 

また、マーカ点の単位を［Ｗ、Ｖ、Ｖ/ｍ］等にしている時も、ｄＢｍ表示から正しく変換します。 

※ ”７５Ω”に設定する場合、必ず同軸アダプタ（５０Ω/７５Ωインピーダンス変換器）ＭＡ３０８を 

付けて下さい。 

 

１０．７ 単位毎の基準レベル設定範囲 

単位 ｄＢｍ ｄＢμＶ ｄＢｍＶ ｄＢＶ 

最大 １０ １１７ ５７ －３ 

最小 －４０ ６７ ７ －５３ 

画面上設定できる最小 －６０ ４７ －１３ －７３ 

【メジャリング機能で使用できる単位】 

単位 ｄＢμＶ/ｍ（電界強度測定） 
ｄＢμＡ/ｍ、ｄＢμＶ 

（磁界強度測定） 

設定 Ｍ４０１ Ｍ４０２ Ｍ４０３ Ｍ４０４ Ｍ４０５ Ｍ４０６ Ｍ４０７ Ｍ３０８ Ｍ３０９ ＣＰ‐２Ｓ ＭＭＰ５００ 

最大 １４３ １４６ １４９ １５１ １３８ １５９ １４１ １５７ １５９ １５７ １１９ 

最小 ９３ ９６ ９９ １０１ ８８ １０９ ９１ １０７ １０９ １０７ ６９ 

画面上 

設定できる

最小 

７３ ７６ ７９ ８１ ６８ ８９ ７１ ８７ ８９ ８７ ４９ 

※ 基準レベルが「最小」～「画面上設定できる最小」の間でのスペクトルは、「最小」でのスペクトルを、画面上で

シフトして表示されています。 

※ 基準レベルを「最小」以下に設定している場合、振幅軸設定値表示エリアのＡＴＴ表示が“＊Ｓ／Ｗ ＡＭＰ”と 

表示されます。 

※ 磁界強度測定のＭＭＰ５００は、ＭＳＡ５３８Ｅ／５５８Ｅの場合のみ使用できます。 

 

計算式（ｄＢｍとの換算式） 

● Ａ[ｄＢμＶ]＝１０７＋Ｘ［ｄＢｍ］   ● Ｂ[ｄＢｍＶ]＝４７＋Ｘ[ｄＢｍ]   ● Ｃ[ｄＢＶ]＝－１３＋Ｘ[ｄＢｍ] 

● Ｄ[ｄＢμＶ/ｍ]＝２０ｌｏｇ｛２π／λ＊√（２．４／Ｇａｒ）｝+１０７＋Ｘ[ｄＢｍ] 

λ：波長[ｍ]   Ｇａｒ：アンテナ絶対利得[倍] 

● Ｅ[ｄＢμＡ/ｍ、ｄＢμＶ]＝１０７＋Ｘ＋Ｆ[ｄＢｍ]    Ｆ：プローブ校正係数[ｄＢ] ※周波数により変わります。 

Ｆ６ 
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１０．８ 基準レベルとＡＴＴ･ＡＭＰの関係（ｄＢｍ表示の場合） 

本機内部のプログラマブルアッテネータ（ＡＴＴ）と入力アンプ（ＡＭＰ）は、基準レベル（ＲＥＦＥＲ）の設定値によって

自動で設定されます。（ＡＴＴは独立した設定は行えません。） 
 

※ １ｓｔミキサーの入力に適切なレベル以上の信号が加えられると、高調波ひずみやスプリアスが発生します。 

(測定周波数以外の周波数でも同様の事が起こる可能性があります。) 

本機は基準レベルにより１ｓｔミキサーに適切な信号が入力されるように設計されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＥＦＥＲ 
（ｄＢｍ） 

ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ）  ＲＥＦＥＲ

（ｄＢｍ） 
ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ） 

 ＲＥＦＥＲ
（ｄＢｍ） 

ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ） 

 ＲＥＦＥＲ 
（ｄＢｍ） 

ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ） 

１０ ２５ ０  －３ １２ ０  －１６ ０ １  －２９ ７ ２１ 

９ ２４ ０  －４ １１ ０  －１７ ０ ２  －３０ ６ ２１ 

８ ２３ ０  －５ １０ ０  －１８ ０ ３  －３１ ５ ２１ 

７ ２２ ０  －６ ９ ０  －１９ ０ ４  －３２ ４ ２１ 

６ ２１ ０  －７ ８ ０  －２０ ０ ５  －３３ ３ ２１ 

５ ２０ ０  －８ ７ ０  －２１ １５ ２１  －３４ ２ ２１ 

４ １９ ０  －９ ６ ０  －２２ １４ ２１  －３５ １ ２１ 

３ １８ ０  －１０ ５ ０  －２３ １３ ２１  －３６ ０ ２１ 

２ １７ ０  －１１ ４ ０  －２４ １２ ２１  －３７ ０ ２２ 

１ １６ ０  －１２ ３ ０  －２５ １１ ２１  －３８ ０ ２３ 

０ １５ ０  －１３ ２ ０  －２６ １０ ２１  －３９ ０ ２４ 

－１ １４ ０  －１４ １ ０  －２７ ９ ２１  －４０ ０ ２５ 

－２ １３ ０  －１５ ０ ０  －２８ ８ ２１     
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１０．９ タイムドメイン測定時 基準レベルファンクションメニュー 

リアルタイムモードのタイムドメイン（パワー 対 時間、周波数 対 時間、位相 対 時間、ＩＱ 対 時間）測定時に          

を押すと以下のファンクションメニューに切り換わります。 

    パワー 対 時間 測定 

 
 
 

 

 

 

    周波数 対 時間 測定 

 

 

 

 

 

 

    位相 対 時間 測定 

 

 

 

 

 

 

    ＩＱ 対 時間 測定 

 

 

 

 

 

 

REF  OFS ｄB   OFFSET  OFS STEP  OFS STEP  ＩＭＰ   

ｄＢｍ 
 

０dB  OFF  １ｄB  １dB  ５０Ω 
 

    

 

REF  OFS Hz  OFFSET  OFS STEP  OFS STEP  ＩＭＰ   

ｄＢｍ 
 

０ｋHz  OFF  100ｋHz  １dB  ５０Ω 
 

    

 

REF  OFS deg  OFFSET  OFS STEP  OFS STEP  ＩＭＰ   

ｄＢｍ 
 

 ０°  OFF  １０°  １dB  ５０Ω 
 

    

 

REF  OFS V  OFFSET  OFS STEP  OFS STEP  ＩＭＰ   

ｄＢｍ 
 

０mV   OFF  １０mV  １dB  ５０Ω 
 

    

ＲＥＦＥＲ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１０．１０ タイムドメイン測定時 基準レベルの設定 
                   で、基準レベルの設定ができます。 

１０．１１ タイムドメイン測定時 基準レベルのオフセットの設定 
１．                   で、基準レベルのオフセットが設定できます。 

２．  を押すたびに、に基準レベルのオフセットのステップ量を切り換えます。 

１０．１２ タイムドメイン測定時 基準レベル・オフセットのオン・オフの設定 
        を押すたびに、基準レベル・オフセットのオン・オフを切り換えます。 

ＯＮ ： 基準レベル・オフセットが有効になります。 

ＯＦＦ  ： 基準レベル・オフセットが無効になります。 

 

 １１．表示スケール ＜ＳＣＡＬＥ＞  
１１．１ キーによる設定 

          を押すと以下のファンクションメニューに切り換わります。 

 

 

 

 

 

 

１．        を押すと、１０ｄＢ/ｄｉｖの表示スケールとなります。 

２．        を押すと、５ｄＢ/ｄｉｖの表示スケールとなります。 

３．        を押すと、２ｄＢ/ｄｉｖの表示スケールとなります。 

 

１１．２ タイムドメイン測定時の表示スケールファンクションメニュー 

リアルタイムモードのタイムドメイン（パワー 対 時間、周波数 対 時間、位相 対 時間、IQ 対 時間） 

測定時に          を押すと以下のファンクションメニューに切り換わります。 

 

 

 

 

ＳＣＡＬＥ  

１０ｄＢ/  ５ｄＢ/  ２ｄＢ/ 

  

  

Ｆ２ 

ＳＣＡＬＥ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ 

※ 現在選択されているいずれかのキーが凹んで表示されます。 

ＳＣＡＬＥ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ４ 

Ｆ３ 
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※周波数 対 時間 測定では、表示スケールとして周波数スパンのそれぞれ 10％、5％、2％、1％の 

値をファンクションキーに表示します。 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

        ～         または         を押すと、画面に表示された値の表示スケールとなります。 

 

 

ＳＣＡＬＥ  

１０ｄＢ/  ５ｄＢ/  ２ｄＢ/  １ｄＢ/ 

  

  

 

ＳＣＡＬＥ  

２MHｚ/  １MHｚ/  ４００ｋHz/  ２００ｋHz/ 

  

  

 

ＳＣＡＬＥ  

４０°/  ２０°/  １０°/  ５°/ 

  

  

 

ＳＣＡＬＥ  

０．２V/  ０．１V/  ０．０５V/ 
 

０．０２V/ 

  

    

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ３ Ｆ４ 

パワー 対 時間 測定 

周波数 対 時間 測定 

位相 対 時間 測定 

IQ 対 時間 測定 
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 １２．分解能帯域幅 ＜ＢＷ＞  
を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 
 
 

１２．１ ＲＢＷマニュアルモード 
１．        を押すとマニュアルモードになり、     で設定を行います。 

ＭＳＡ５３８/５３８TG/５５８ ： ３００Ｈｚ   １ｋＨｚ    ３ｋＨｚ   １０ｋＨｚ   ３０ｋＨｚ   １００ｋＨｚ   ３００ｋＨｚ 

                      １ＭＨｚ   ３ＭＨｚ 

ＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅ ： ３００Ｈｚ   １ｋＨｚ     ３ｋＨｚ    １０ｋＨｚ    ３０ｋＨｚ    １００ｋＨｚ    ３００ｋＨｚ 

１ＭＨｚ   ３ＭＨｚ   ９ｋＨｚ（６ｄＢ）   １２０ｋＨｚ（６ｄＢ）  １ＭＨｚ（６ｄＢ） （※６ｄＢ時は橙色で値を表示） 

 

１２．２ ＲＢＷオートモード 
１．        を押すと、ＳＰＡＮとＳＷＥＥＰの設定から、ＲＢＷが最適値に設定されます。 

※ オートモードに設定されている場合、画面のＲＢＷ設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、オート

モードに設定されていることが認識できます。 
 

１２．３ ＶＢＷマニュアルモード 
１．        を押すとマニュアルモードになり     で、設定を行います。 

１００Ｈｚ     ３００Ｈｚ     １ｋＨｚ     ３ｋＨｚ     １０ｋＨｚ      ３０ｋＨｚ 

１００ｋＨｚ     ３００ｋＨｚ     １ＭＨｚ     ３ＭＨｚ 

 
１２．４ ＶＢＷオートモード 

１．        を押すと、ＶＢＷがＳＰＡＮとＳＷＥＥＰの設定から最適値に設定されます。 

※ オートモードに設定されている場合、画面のＶＢＷ設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、オート 
モードに設定されていることが認識できます。 

 

ＲＢＷ  ＶＢＷ     

ＭＡＮＵＡＬ  ＡＵＴＯ 
 

ＭＡＮＵＡＬ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ ＡＵＴＯ 
 

    

Ｆ２ 

ＢＷ 

Ｆ１ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 

※ 現在選択されているいずれかのキーが凹んで表示されます。 

Ｆ３ 

Ｆ４ 
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１２．５ オールオートモード 

１．        を押すと、ＳＰＡＮの設定から、ＲＢＷとＶＢＷ及びＳＷＥＥＰが最適値に設定されます。 

※ オールオートモードを設定するとＲＢＷ、ＶＢＷ、ＳＷＥＥＰの設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、

オールオートモードに設定されていることが認識できます。 

※ ＲＢＷ１００ｋＨｚ以下ではＳＳＢ位相ノイズのため、選択度（６０ｄＢ幅）が実際の値より大きくなります。 

 

 １３．掃引軸・検波モード ＜ＳＷＥＥＰ＞  

         を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．１ マニュアルモード 

１．        を押すか、     を回す事でマニュアルモードになり、     で設定を行います。 

１０ｍｓ     ３０ｍｓ     ０．１ｓ      ０．３ｓ     １ｓ      ３ｓ     １０ｓ     ３０ｓ 

※ フルスパン時は１０ｍｓに設定できません。（ＭＳＡ５３８／５３８Ｅ／５３８ＴＧ） 

※ スパン５ＧＨｚ時及びフルスパン時は１０ｍｓに設定できません。（ＭＳＡ５５８／５５８Ｅ） 

※ ＲＢＷ １ｋＨｚ以下の時、掃引時間は３０ｍｓ以下に設定できません。 

 

１３．２ オートモード 

       を押すと、ＳＷＥＥＰがＳＰＡＮとＲＢＷの設定から最適値に設定されます。 

※ オートモードに設定されている場合、画面のＳＷＥＥＰ設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、 

 オートモードに設定されていることが認識できます。 

 

１３．３ オールオートモード 

        を押すと、ＲＢＷとＶＢＷ及びＳＷＥＥＰが、ＳＰＡＮの設定から最適値に設定されます。 

※ オールオートモードを設定するとＲＢＷ、ＶＢＷ、ＳＷＥＥＰの設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、

オールオートモードに設定されていることが認識できます。 

 
 ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ  ＤＥＴ  

 

 Ｔ．Ｇ．  

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ AUTO  ＳＭＰＬ 
  

ＭＯＤＥ 
 

  
 
 

  

Ｆ５ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

ＳＷＥＥＰ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

※ 現在選択されているいずれかのキーが凹んで表示されます。 

※ ＭＳＡ５３８ＴＧ専用、ＴＧモード（Ｆ６）については『２２．ＴＧモード』参照 
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１３．４ 検波モード設定 （MSA５３８Ｅ／５５８Ｅについては『２０．EMI測定』を参照） 

        を押すと、検波モードの切り換えができます。 

   ＰOS       ＳＭＰＬ       NEG 

● ＰOS（ポジティブピーク） ： サンプルポイント間の最大値をスペクトルとします。 

● ＳＭＰＬ（サンプル）    ： サンプルポイント間の瞬時値をスペクトルとします。 

● ＮEG（ネガティブピーク） ： サンプルポイント間の最小値をスペクトルとします。 

  １４．トリガ設定 ＜ＴＲＩＧ＞  

掃引モードの時に          を押すと下記設定メニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

１４．１ トリガソースの設定（掃引モード） 

１． を押すと、掃引は自動的に繰り返されます。通常はこの設定にします。 

２． 押すと、外部トリガ入力端子にレベル約０．５６Ｖ以上の立ち上がりがある信号が入力された時に 

掃引を開始します。 ＺＥＲＯ ＳＰＡＮ時のみ有効です。 

 

１４．２ トリガソースの設定（リアルタイムモード） 

リアルタイムモードの時に          を押すと下記設定メニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

１．        を押すと、トリガソース選択メニューに切り換えます。（１４．３ トリガソース選択メニュー参照） 

２．        を押すと、トリガ位置の設定が行えます。取り込むフレーム数が４以上で設定可能です。 

 
 TRIG SRC  ACQ FRAME  STT FRAME  ANL FRAME  ENC STEP  

INT  EXT  ０  ０  ５００  １０ 
 

    

 
 TRIG SRC  PRE TRIG  SLOPE  SCAN  OFS STEP  ＩＭＰ  

SELECT 
 

100％  RISE  SINGLE  １dB  ５０Ω 
 

    

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

ＴＲＩＧ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

ＴＲＩＧ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 
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               １００％ ： 画面には、トリガ点とトリガ点の前の部分が表示されます。 

                 ０％ ： 画面には、トリガ点とトリガ点の後の部分が表示されます。 

               ０～１００％の間は２５％ずつ可変できます。 

        スペクトログラム画面 

 

         

 

３．           を押すと、トリガスロープ設定の切り換えができます。 

                ＲＩＳＥ         ＦＡＬＬ         ＲＩＳＥ ： 立ち上がり    ＦＡＬＬ ： 立ち下がり 

 

４．           を押すと、トリガイベント発生時の動作の切り換えができます。 

                ＳＩＮＧＬＥ       ＣＯＮＴＩＮＵＥ 

         ＳＩＮＧＬＥ ： トリガイベントが発生したとき､１回だけ測定を行います｡次のトリガイベントでは測定は行いません｡  

         ＣＯＮＴＩＮＵＥ ： トリガイベントが発生する度に測定を行います｡ 

１４．３ トリガソース設定メニュー 

 

 

 

 

 

 
１．        を押すと､トリガはＦＲＥＥ ＲＵＮが選択されます。無条件に測定を繰り返し実行します。 

２．        を押すと、トリガは入力のパワーが選択されます。    で値を設定します。トリガ条件をスパン内

の全電力のレファレンスレベルからの相対値として定義し、トリガスロープ設定が”ＲＩＳＥ”の時は信号電力が

トリガレベル以上であれば波形を更新します。トリガスロープ設定が”ＦＡＬＬ“の時は信号電力がトリガレベル

以下であれば波形を更新します。トリガ条件は－４０～０ｄＢ（１ｄＢステップ）の範囲で設定できます。 

３．           を押すと、トリガはチャネルパワーが選択され、チャネルパワートリガ設定メニューに移行します。 

（１４．４ チャネルパワートリガ設定メニュー参照） 

 

FREE RUN  POWER  CH POWER  IF LEVEL  EXT     

 
 

-35dB  SELECT  80％    RETURN 
 

    

Ｆ３ 

Ｆ４ 

１００％ ５０％ ０％ 

トリガ点以前 トリガ点以降 
トリガ点 

以前 

トリガ点 

以降 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ２ 

※ 現在選択されているいずれかのキーが凹んで表示されます。 

トリガ点 トリガ点 トリガ点 
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４．           を押すと、トリガは内部のＩＦレベルが選択されます。    で値を設定します。トリガ条件をＩＦ信号

レベルのフルスケールに対する比率として定義し、信号レベルがそれ以上であれば波形を更新します。トリガ

条件は、１～１００％（１％ステップ）の範囲で設定できます。 

５．         を押すと、トリガは外部トリガに設定されます。トリガスロープが”ＲＩＳＥ”の時は、外部入力レベ

ルが０．５６Ｖ以上であれば波形を更新します。トリガスロープが”ＦＡＬＬ”の時は、外部入力レベルが０．５６Ｖ

以下であれば波形を更新します。 

１４．４ チャネルパワートリガ設定メニュー 

 

 

 

 

 

 

    トリガ条件を、スパンを５分割したチャンネル内の全電力として定義し、その中の１チャンネルをトリガの対象として 

選択します。チャンネル１がスタート周波数側で、チャンネル３がセンター、５がストップ周波数側になります。 

トリガスロープが”ＲＩＳＥ”の時は、選択されたチャンネル内の信号電力がトリガレベル以上であれば波形を 

更新します。トリガスロープが”ＦＡＬＬ“の時は、選択されたチャンネル内の信号電力がトリガレベル以下で 

あれば波形を更新します。トリガ条件は－４０～０ｄＢ（１ｄＢステップ）の範囲で設定できます。 

を押すと､トリガ源として設定するチャネルの切り替えができます。 

CH１     CH２     CH３     CH４     CH５  

 

    で値を設定します。 

 

                                                          

 

各トリガの比較表を記します。１サンプル時間は２６ページの表を参照してください。 

トリガソース 時間分解能 スロープ レベル範囲 

パワー １サンプル ＲＩＳＥ／ＦＡＬＬ －４０～０ｄＢ（１ｄＢステップ） 

チャンネルパワー ５サンプル ＲＩＳＥ／ＦＡＬＬ －４０～０ｄＢ（１ｄＢステップ） 

ＩＦレベル １４．７ｎｓ ＲＩＳＥのみ １～１００％（１％ステップ） 

外部 アナログ帯域 ＤＣ～５ＭＨｚ ＲＩＳＥ／ＦＡＬＬ ０．５６Ｖ固定 

 

 
 CHANNEL  LEVEL  

 

 

 
  

CH1 
 

-40 dB   RETURN 
 

    

          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ３ ＣＨ４ ＣＨ５ 

Ｆ４ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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 １５．ホールド／ラン ＜ＨＯＬＤ／ＲＵＮ＞  
 

 を押す毎に、掃引停止と連続掃引を切り換えます。   

 

 １６．演算機能 ＜ＣＡＬＣ＞  
 

        を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
１６．１ ＮＯＲＭＡＬモード 

１．        を押します。演算を行わないモードです。掃引回数は常に無限です。 

通常はこのモードを選択してください。 
※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＮＯＲＭＡＬと表示されます。〔『４．画面の説明』参照〕 

１６．２ ＭＡＸ ＨＯＬＤモード 

１．                  で、設定を行います。 

２． 設定回数だけ掃引を行い、スペクトルデータの各点毎の最大値をスペクトルとして表示します。 

２      ４       ８       １６      ３２     ６４     １２８ 

２５６       ５１２     １０２４      ＊＊（無限） 
※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＭＡＸ ・・・（回数）と表示されます。〔『４．画面の説明』参照〕 

１６．３ ＭＩＮ ＨＯＬＤモード 
１．                  で、設定を行います。 

２． 設定回数だけ掃引を行い、スペクトルデータの各点毎の最小値をスペクトルとして表示します。 

２      ４       ８      １６      ３２      ６４     １２８ 

２５６      ５１２      １０２４      ＊＊（無限） 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＭＩＮ ・・・（回数）と表示されます。〔『４．画面の説明』参照〕 

 

ＮＯＲＭAL  ＭＡＸ ＨLＤ  ＭＩＮ ＨLＤ  ＡＶＧ  ＯＶＲＷＲ  ＳＰＲＩ ＦＲ   

  ＊＊  ＊＊  ２５６  ＊＊  ＯＦＦ  

  
 

  

HOLD／RUN 

Ｆ１ 

F２ 

F３ 

ＣＡＬＣ 

※ 掃引が止まったあとは                 キーを押すことで、再掃引します。 

※      ～   キーに  で演算モードを選び、      で掃引回数を設定します。 

ＨＯＬＤ／ＲＵＮ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ５ 
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１６．４ ＡＶＥＲＡＧＥモード 
１．                  で、設定を行います。 

２． 設定回数だけ掃引を行い、スペクトルデータの各点毎の平均値をスペクトルとして表示します。 

２      ４       ８      １６      ３２      ６４     １２８ 

２５６      ５１２      １０２４  

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＡＶＧ ・・・（回数）と表示されます。〔『４．画面の説明』参照〕 

１６．５ ＯＶＥＲＷＲＩＴＥモード 
１．        を押すと、スペクトルを重ね書きするＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥモードとなります。 

２．     で、設定を行った回数だけ掃引を行い、掃引毎のスペクトルデータをドット表示します。 

２      ４       ８      １６      ３２      ６４     １２８ 

２５６      ５１２      １０２４      ＊＊（無限） 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内に「ＯＶＥＲ ＷＲ」と表示されます。〔『４．画面の説明』参照〕 

※ スペクトルのセーブは最後の１スペクトルのみです。 

１６．６ スプリアスフリーモード（ＭＳＡ５５８／５５８Ｅ） 
１．        を押すと、バンド１－とバンド１＋で特有なスプリアスを簡易的に削除するスプリアスフリー 

 モードとなります。 

 ※ 演算機能表示部の「CALC」の横に「ＳＰＲ」と表示されます。〔『４．画面の説明』参照〕 

※ 周波数ミキサーでアップコンバートしているベースバンドとは異なり、バンド１－とバンド１＋ではダウン 

 コンバートしているため、これらのバンド特有のスプリアスが発生します。 

※ スプリアスフリーモードについて 

１． スプリアスフリーモードとは、バンド１－とバンド１＋で特有なスプリアスを簡易的に削除する 

モードです。 

２． スプリアスフリーモードは定常波の測定に特に効果があります。 

３． レベル変動や周波数変動をする信号を測定するときにスプリアスフリーモードを使用すると、 

振幅レベルが下がる現象が起こります。 

４． ノイズレベルは、ランダムに変化している場合、若干下がります。 

 ＭＩＮ ＨＯＬＤ機能と同じ現象となります。 

 ※ バンド１－とバンド１＋で特有なスプリアスの識別方法 

  下記の手順によりバンド１－とバンド１＋で特有なスプリアスを識別することができます。 

１． 中心周波数を〈 現在の設定値＋ｆ 〉に設定する。 

２． ｆ分だけ左へ移動したスペクトルは正規スペクトル、それ以外の〈 ２ｆ左、３ｆ左、ｆ右、２ｆ右、３ｆ右 〉 

  などのスペクトルはスプリアスです。 

 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

Ｆ６ 
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  ※ ｆは識別し易いようにＳＰＡＮによって変えます。目安として； 

   ｆ＝ＳＰＡＮ／（１０～５０） （０．２～１ｄｉｖ相当） 

 

例： ６．９２ＧＨｚに表示されたスペクトルを識別する。 

 （設定：中心周波数 ６．９２ＧＨｚ、ＳＰＡＮ ５００ＭＨｚ） 

 

１． 中心周波数を〈 ６．９２ＧＨｚ＋５００ＭＨｚ／２５ 〉＝６．９４ＧＨｚに設定する。（ｆ＝２０ＭＨｚ） 

２． スペクトルが６．９２ＧＨｚ（６．９４ＧＨｚからｆ分左）にあれば正規スペクトル、６．９８ＧＨｚ 

 （６．９４ＧＨｚから２ｆ分右）にあればスプリアスである。 

        ※なお、上記例のバンド１＋使用時で、かつ２ｆ分右へ起動するスプリアスが最も大きく、その他の 
 スプリアスはこれよりおおよそ２５～５０ｄＢ小さいです。 
 

 １７．マ－カ・ピークサーチ ＜ＭＫＲ＞  
１７．１ マーカの設定 
        を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

● マーカ機能のメインメニュー 

 

 

 

 

 

 

１．        で、マーカの状態を設定します。キーを押す毎に以下の様に設定を変更します。 

            ＳＩＮＧＬＥ     ＤＵＡＬ      ＤＥＬＴＡ     ＯＦＦ 

 
ＳＩＮＧＬＥ ： １つのマーカが表示されます。 
ＤＵＡＬ ： ２つのマーカが表示されます。 
ＤＥＬＴＡ ： デルタマーカとなります。 
ＯＦＦ ： マーカは表示されません。（マーカ・オフ状態） 

２．                で、機能するマーカを選択します。表示内容は        のモード設定によって 

変わります。 
ＳＩＮＧＬＥ ＭＯＤＥの時 ： １つのマーカになるため、マーカ選択キーは表示されません。 
ＤＵＡＬ ＭＯＤＥの時：  

Ｍ１ ： ２つのマーカの内、１つ目のマーカが機能します。 
Ｍ２ ： ２つのマーカの内、２つ目のマーカが機能します。 
 

 

ＭＡＲＫＥＲ  ＭＡＲＫＥＲ ＳＥＬＥＣＴ ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ  UNIT CONV   

ＤＵＡＬ  Ｍ１  Ｍ２ 
 

ＷＨＯＬＥ  ＺＯＮＥ  ｄＢｍ→Ｗ 
 

    

ＭＫＲ 

Ｆ２ Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 

Ｆ１ 
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ＤＥＬＴＡ ＭＯＤＥの時：  
ＲＥＦ ： リファレンスマーカが機能します。 
ＤＥＬＴＡ ： デルタマーカが機能します。 

ＯＦＦの時 ： マーカ・オフ状態のため、マーカ選択キーは表示されません。 
 
１７．２ リアルタイムモード タイムドメイン I/Q 対 時間 測定時のマーカの設定 

● リアルタイムモード タイムドメイン I/Q 対 時間 測定時のマーカ機能のメインメニュー 

 

 

 

 

 

 
１．        で、マーカの状態を設定します。キーを押す毎に以下の様に設定を変更します。 

            ＩＱ ＴＲＡＣＥ      ＯＦＦ  

 
ＩＱ ＴＲＡＣＥ ： I とＱの２つのマーカが表示されます。 
ＯＦＦ ： マーカは表示されません。（マーカ・オフ状態） 
 

２．                で、機能するマーカを選択します。 
 
I ： I のトレースデータでマーカを操作します。 
Ｑ ： Ｑのトレースデータでマーカを操作します。 

１７．３ ノーマル･ピークサーチ ＜ＮＯＲＡＭＬ ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ＞ 
● ノーマル･ピークサーチ･メニュー 

          を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 
 

 

 

 

 
 
        

１．         で、最大ピーク位置にマーカを移動させます。 
 

２．            で、現在のマーカ・レベルの次に高いレベルのピークにマーカを移動させます。最大で５０個の

ピークに対応することができます。 

 

ＭＡＲＫＥＲ  ＭＡＲＫＥＲ ＳＥＬＥＣＴ   

ＩＱ ＴＲＡＣＥ  I  Ｑ 
 

 

    

 

ＰＥＡＫ ＮＥＸＴ    

ＳＥＡＲＣＨ 
 

ＰＥＡＫ 
 

ＲＥＴＵＲＮ 
 

    

Ｆ４ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 

Ｆ２ Ｆ３ 

Ｆ１ 
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３．          で、マーカ機能のメインメニューに戻ります。 

 

１７．４ ゾーン内ピークサーチ ＜ＺＯＮＥ ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ＞ 
● ＺＯＮＥモード・メニュー 

     を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 
 
 

 ＺＯＮＥモードでは、設定した範囲内の最大ピーク位置にマーカが自動で移動します。 
このモードに入りますと、マーカーゾーンが、薄い青色の幕状の形でスケール内に表示されます。 
掃引が終了するたびに、このマーカーゾーン内の最大レベルの位置にマーカが移動します。 

                  で、マーカーゾーンのセンター位置を移動します。 

                  で、マーカーゾーンの幅の変更を行います。 

※HOLD 中にマーカは移動しません。 

１７．５ マーカ・レベルの単位の変更 
     を押すと、マーカ・レベルの単位の変更を行います。 

基準レベルの単位がｄＢｍの時は［ｄＢｍ］    ［Ｗ］の単位変更を行います。 

基準レベルの単位がｄＢμＶ、ｄＢｍＶ、ｄＢＶの時は［ｄＢμＶ、ｄＢｍＶ、ｄＢＶ］    ［Ｖ］の単位変更を行います 

基準レベルの単位がｄＢμＶ/ｍの時は［ｄＢμＶ/ｍ］     ［Ｖ/ｍ］の単位変更を行ないます。 

基準レベルの単位がｄＢμＡ/ｍの時は［ｄＢμＡ/ｍ］     ［Ａ/ｍ］の単位変更を行います。 

また、設定した単位毎に、表示単位はレベルによって次の様になります 

［Ｗ］      ［Ｗ、ｍＷ、μＷ、ｎＷ、ｐＷ、ｆＷ］ 

［Ｖ］      ［Ｖ、ｍＶ、μＶ、ｎＶ］ 

［Ｖ/ｍ］      ［Ｖ/ｍ、ｍＶ/ｍ、μＶ/ｍ、ｎＶ/ｍ］ 

［Ａ/ｍ］      ［Ａ/ｍ、ｍＡ/ｍ、μＡ/ｍ、ｎＡ/ｍ］ 

        
※ ［Ｖ/ｍ］は「１９．４ 電界強度測定」、［Ａ/ｍ］は「１９．５ 磁界強度測定」の時のみマーカ・レベルの 

単位として現れます。 
 

 

ＺＯＮＥ     

ＣＥＮＴＥＲ  ＷＩＤＴＨ  ＲＥＴＵＲＮ 
 

    

F１ 

F２ 

Ｆ６ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 

Ｆ６ 

Ｆ５ 
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 １８．セーブ／ロード ＜ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ＞  
             を押し、以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

１８．１ 記録デバイスの選択 
   １．         で、内蔵フラッシュメモリを記録デバイスとして選択します。 

※ 内蔵フラッシュメモリには、ＩＱデータはセーブできません。      

    ２．         で、外付けのＵＳＢメモリを記録デバイスとして選択します。 

  ※ ＵＳＢメモリは、側面のＵＳＢ Ａ端子に確実に装着してください。下図参照。 

  ※ ＵＳＢメモリは、“FAT”または“FAT32”でフォーマット（初期化）したものを使用してください。 

※ ＵＳＢメモリを一旦装着した後抜き取り再装着した場合、本機はＵＳＢメモリを正常に認識することができ 

ません。その場合は、本機のＵＳＢメモリを再認識させてください。 

       ・再認識方法：                             と押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＯＤＥ ＳＥＬＥＣＴ   ＤＥＶＩＣＥ ＰＲＥ   

ＳＡＶＥ  ＬＯＡＤ  ＤＥＬＥＴＥ  ＭＥＭ  ＵＳＢ 
 

ＳＥＴ 
 

  
 

  

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ５ 
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１８．２ セーブ機能 
を押し、以下のセーブメニューへ切り換えます。 

 １． この機能では、保存する情報はｃｓｖファイルとして、内蔵フラッシュメモリまたはＵＳＢメモリに保存されます。 

      ＵＳＢメモリに保存されたデータはｃｓｖファイルとしてパソコンで扱うことが可能です。 

ＵＳＢメモリ上に保存用のフォルダ「SVLD」が自動的に生成され、保存する情報はその中にファイルとして 

保存されます。 
 

２．         で、保存する内容を選択します。キーを押す毎に以下の様に設定を変更します。 

     ＳＰＥＣＴＲＵＭ   ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ   ＩＱ ＤＡＴＡ   ＳＰＥＣ＋ＰＡＲＡ   ＩＱ＋ＰＡＲＡ   ＩＱ ＦＵＬＬ 

 
       ＳＰＥＣＴＲＵＭ ： 現在表示されているスペクトル波形を保存します。 
        ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ ： 設定パラメータが保存されます。 
        ＩＱ ＤＡＴＡ ： 解析範囲として指定されたＩＱデータを保存します。 
       ＳＰＥＣ＋ＰＡＲＡ ： スペクトル波形と設定パラメータを１つのファイルとして保存します。 
       ＩＱ＋ＰＡＲＡ ： 解析範囲として指定されたＩＱデータと設定パラメータを１つのファイルとして保存します。 
       ＩＱ ＦＵＬＬ ： 取り込み範囲として指定されたＩＱデータと設定パラメータを１つのファイルとして保存します。 
 

ＩＱデータは以下の条件を全て満たす時にセーブできます。 
① リアルタイムモードでアクイジションが完了している。 
② メイン解析でタイムドメインが選択されている。 
③ スタートフレームと解析フレーム数が指定されている。 

（注） ＩＱデータはＵＳＢメモリのみにセーブできます。内蔵フラッシュメモリにはＩＱデータはセーブできません。 
 ＩＱデータはデータ量が大きくなります。最大の１６Ｋフレームではセーブに数十分以上かかります。 

 
３． で、セーブを実行します。 
 このときにアクティブエリア（『４．画面の説明』参照）に表示されているファイル名で、情報が保存されます。 

保存されるファイル名については、『１８．３ ファイル名』を参照してください。 
 内蔵メモリには最高で２００個、ＵＳＢメモリには最高で１０００個のファイルが保存できます。 
    
 ４．          で、元のメニューに戻ります。 

 

ＯＢＪＥＣＴ  ＳＡＶＥ     

ＳＰＥＣＴＲＵＭ  ＥＸＥＣＵＴＥ  
 

ＲＥＴＵＲＮ 
 

  
 

  

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ４ 

Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１８．３ ファイル名について 
１． 本機能で保存されるファイルには以下の基準でファイル名が付与されます。 

 ＬＡＢＥＬ＿ＳＰ００１．ｃｓｖ 

 ①    ② ③  ④ 

① 作成されたラベル文字を取り込みます。(『２４．１ラベル機能』)参照) 

  ※ ラベル文字にスペースがあるとその右側はファイル名としてよみとりません。 

※ 記号文字の一部はファイル名に使うことができません。ファイル名としては USB メモリに保存されません。 

ただし、スペースの右側にラベルとして使うことは問題ありません。 

② Ｓ ： スペクトル波形保存の場合 （ＳＰＥＣＴＲＵＭ） 

Ｐ ： 設定パラメータ保存の場合 (ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ) 

Ｉ ： 解析範囲として指定されたＩＱデータ保存の場合 (ＩＱ ＤＡＴＡ) 

ＳＰ ： スペクトル波形と設定パラメータの両方を保存する場合（ＳＰＥＣ＋ＰＡＲＡ） 

ＩＰ ： 解析範囲として指定されたＩＱデータと設定パラメータの両方を保存する場合（ＩＱ＋ＰＡＲＡ） 

ＩＦ ： 取り込み範囲として指定されたＩＱデータと設定パラメータの両方を保存する場合（ＩＱ ＦＵＬＬ） 

③ ①②が同一条件でセーブを実行した場合、０００から自動的に３桁で番号が付与されます。 

 ④ ＣＳＶファイル拡張子です。自動的に付与されます。 

 

２．  ラベルに文字が入力されていない場合は、“ＭＳＡ”の３文字がラベル文字に代わって設定され、 

 ＭＳＡ＿ＳＰ００１．ｃｓｖ 

 などとファイル名が付与されます。 

 
３． 保存時のファイル名について 

  セーブメニューに移行したときに、アクティブエリアに、上記の基準でファイル名候補が表示されます。 
そのまま、セーブを実行するとそのファイル名で情報が保存されます。実行前に     を左回転させますと、 

  選択された記録デバイス内に既存のファイルが存在する場合はそれらのファイル名が順次表示されます。 
  既存のファイル名を表示したまま、セーブを実行した場合は上書きになります。 

 

１８．４ ロード機能 
を押し、ロードメニューへ移行します。 

 

 

Ｆｉｌｅ Ｓｅａｒｃｈ Ｓｔｅｐ ＬＯＡＤ ＤＩＳＰ    

１  １０  １００ 
 

ＥＸＥＣＵＴＥ 
 

ＣＬＥＡＲ 
 

ＲＥＴＵＲＮ 
 

  
 

  

Ｆ２ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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    １．      を左右にまわすと、指定された記録デバイスから、保存されたファイル名を順次アクティブエリアに 

 下記のように表示します。 
 
 
 

① ファイルが保存されている記録デバイスを表示。 （ＵＳＢ ： ＵＳＢメモリー、ＭＥＮ ： 内部メモリー） 
② 選択されたファイル名 
③ ファイルに付与された番号 
   記録デバイスの所定のフォルダ内のファイルをアルファベット順にソーティングしたときの番号です。 

 ２． 選択するファイルのスキップ量の選択 

                 で、ファイルに付与された番号順にファイルを選択しアクティブエリアに表示します。 

同様に、        で１０の増減、        で１００の増減をします。  

保存されているファイルの数に応じて選択してください。 

３．         で、ロードを実行します。 

※ 設定パラメータをロードすると、設定パラメータはロード波形設定パラメータ表示エリアに表示されます。 
〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

※ スペクトル波形をロードすると、カレントスペクトラムが消えてＨＯＬＤ状態になり、ロード波形を表示します。 
ロード波形にマーカを使用することはできますが、メジャリング機能は使用できません。 

      を押すと、ロードスペクトルとカレントスペクトルを重ねて表示します。 
※ スペクトル波形と設定パラメータの両方を保存したファイルをロードすると、ロード波形を表示し、設定パラメ

ータはロード波形設定パラメータ表示エリアに表示されます。 
※ ＩＱデータ又はＩＱデータ＋設定パラメータのファイルをロードすると現在の波形データが消えてＨＯＬＤ状態

になり、ロードデータをファイルで指定された解析にて表示します。パラメータは下記のように設定されま

す。 
オペレーションモード：リアルタイム 
センター周波数： ＩＱファイルの値 
スパン： ＩＱファイルの値 
基準レベル： ＩＱファイルの値 
アクイジションフレーム： ＩＱファイルの値 
スタートフレーム： １ 
解析フレーム数： アクイジションフレームと同じ 
メイン解析： ＩＱファイルで指定された解析 
サブ解析： オフ 
表示スケール： １０ｄＢ／ｄｉｖ 

 
   ４．         を押すと、ロードスペクトルを非表示にできます。 

Ｆ４ 

① ＵＳＢ：ＬＯＡＤ 

② ＭＳＡ＿ＳＰ０１２．ｃｓｖ 

③ １２ 

Ｆ１ 

Ｆ２ Ｆ２ 

Ｆ５ 

ＨＯＬＤ／ＲＵＮ 
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１８．５ デリート機能 
           を押し、デリートメニューへ移行します。 

 
    １．      で、指定された記録デバイスからデリートするファイル名を選択し、アクティブエリアに 

 表示します。検索するファイルのスキップ量は『１８．４ ロード機能』と同様です。 

２．         で、デリートを実行します。このときにアクティブエリアに表示されているファイルが 

 消去されます。 

３． １．と ２．の操作を繰り返すことにより、複数のファイルを順次消去できます。 

４．         で、すべてのファイルが一度に消去されます。 

 

１８．６ プリセット（初期設定） （MSA５３８E／５５８E については『２０．EMI 測定』を参照） 

       を押すと、設定値を初期設定にプリセットします。 

【初期設定】 

 

 

 

 

 
 

 

Ｆｉｌｅ Ｓｅａｒｃｈ Ｓｔｅｐ  ＤＥＬＥＴＥ  ALL DEL     

１  １０  １００  ＥＸＥＣＵＴＥ  ＥＸＥＣＵＴＥ  ＲＥＴＵＲＮ 
 

  
 

  

設定項目 設定値 

センター周波数 １ＧＨｚ 

周波数スパン ２０ＭＨｚ 

リファレンスレベル １０ｄＢｍ 

オフセット ０．０ｄＢ 

インピーダンス補正 ５０Ω 

掃引時間 ３０ｍｓ 

検波モード サンプルモード（ＳＭＰＬ） 

ＲＢＷ １００ｋＨｚ 

ＶＢＷ ３０ｋＨｚ 

表示スケール １０ｄＢ/ｄｉｖ 

Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ５ 
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 １９．メジャリング機能 ＜ＭＥＡＳ＞  
 
        を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

●メジャリング機能を選択します。 

ＣＨ ＰＯＷＥＲ ・・・・・・ 

ＡＣＰ ・・・・・・・・・・・・・・ 

ＯＢＷ ・・・・・・・・・・・・・ 

ＥＦＳ ＡＮＴ ・・・・・・・・ 

ＭＦＳ ＰＲＯＢＥ ・・・・ 

ＮＯＩＳＥ ・・・・・・・・・・・ 

 

※ 一度メジャリング機能を選択すると、次に         を押した時に、前回選択したファンクション機能のメニュー

に直接切り換ります。メジャリング機能を停止したい場合や違うメジャリング機能を選択したい場合は、【Ｆ６】 

 （ＭＥＡＳ ＯＦＦ）を押すとメジャリング機能が停止し、上記のメニューに切り換りメジャリング機能を選択できるよう

になります。 

※ チャネルパワー、隣接チャンネル漏洩電力、占有周波数帯幅、ノイズの各測定と、マーカは同時に使用できない 

ため、この４つのメジャリング機能を選択中に         を押すと、このメジャリング機能が停止します。 

同様に、マーカを使用中にこの４つのメジャリング機能を選択すると、マーカの機能が停止します。 

 

※ 本体の表示ドット数は横軸５０１点ですが、内部では１００１点でスペクトルデータを取り込んで測定結果（チャネル

パワー測定、隣接チャンネル漏洩電力測定、占有周波数帯幅測定、ノイズ測定）を計算しています。 

 

 

 

      ＥＦＳ  ＭＦＳ     

CH POWER  ＡＣＰ  OＢＷ  ＡＮＴ  ＰＲＯＢＥ  ＮＯＩＳＥ  

  
 

  

Ｆ１ 

F２ 

F３ 

F４ 

F５ 

ＭＥＡＳ 

チャネルパワー測定 

隣接チャネル漏洩電力測定 

占有周波数帯幅測定 

電界強度測定 

磁界強度測定 

ノイズ測定 

ＭＥＡＳ 

ＭＫＲ 

F６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１９．１ チャネルパワー測定 ＜ＣＨ ＰＯＷＥＲ＞  
指定された範囲内の電力値の総和または平均を測定します。ＴＯＴＡＬとＢＡＮＤの２つのモードが用意されています。 

 

● ＴＯＴＡＬモード 〔         （ＭＯＤＥ）でＴＯＴＡＬを選択して下さい。〕 

センター周波数と周波数スパンで設定されたゾーン（表示スペクトルすべて）の電力の総和または平均を測定します。 
 

 

 

 

● ＢＡＮＤモード 〔         （ＭＯＤＥ）でＢＡＮＤを選択して下さい。〕 

バンドセンター周波数とバンド幅で設定されたゾーンの電力の総和または平均を測定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＣＰ ＴＯＴＡＬ」と表示されます。
 

※ 測定結果が画面右下に表示されます。 

 

         （ＰＯＷＥＲ）で、電力の総和（ＳＵＭ）と電力の平均 

（ＡＶＥＲＡＧＥ）を切り替えます。 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＣＰ ＢＡＮＤ」と表示されます。
 

※ 測定結果と設定値が画面右下に表示されます。 

 

１．        （ＢＡＮＤ ＣＥＮＴＥＲ）         でバンドセンター 

周波数を設定します。 

２．         （ＢＡＮＤ ＷＩＤＴＨ）          でバンド幅を設定 

します。 

 

 

３．         （ＰＯＷＥＲ）で、電力の総和（ＳＵＭ）と電力の平均

（ＡＶＥＲＡＧＥ）を切り替えます。 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

[チャネルパワー測定モード] [測定結果]
 

Ｆ１ 

[チャネルパワー測定モード] [測定結果]
 

[設定値]
 

Ｆ４ 

Ｆ４ 
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１９．２ 隣接チャネル漏洩電力測定 ＜ＡＣＰ＞  
基準周波数（基準搬送波周波数）に対してのオフセット周波数と帯域幅で設定された範囲内の電力と搬送波電力の比と

して隣接チャネル漏洩電力を測定します。隣接波は同一オフセット周波数の上側と下側の２チャネルを測定します。 

また搬送波の定義の分類により TOTAL（トータルパワー法）とＢＡＮＤ（帯域内法）とＰＥＡＫ（基準レベル法）の３種から

選択することができます。 
 

● モード選択と測定 〔         （ＭＯＤＥ）でＴＯＴＡＬ／ＢＡＮＤ／ＰＥＡＫのいずれかのモードを選択して 

  下さい。〕 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアにそれぞれ「ＡＣＰ ＴＯＴＡＬ」、「ＡＣＰ ＢＡＮＤ」、「ＡＣＰ ＰＫ」と表示されます。 
※ 測定結果と設定値が画面下方に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

● モード毎の基準搬送波の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＴＡＬ（トータルパワー法） 

 

 

 

 

 

画面内全体の電力の総和を基準にしま

す。基準搬送波の中心周波数は【Ｆ４】で

設定します。 

Ｆ１ 

  

１．        （ＡＣＰ ＯＦＦＳＥＴ）         で隣接チャネル

のオフセット周波数を設定します。 

※ オフセットは基準搬送波の中心周波数からのオフセットと 

なります。 

２．        （ＡＣＰ ＷＩＤＴＨ）         で隣接チャネル

の帯域幅を設定します。 

３．        （ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＣＥＮＴＥＲ）         で 

基準搬送波の中心周波数を設定します。 

※ 【Ｆ４】はＴＯＴＡＬ及びＢＡＮＤモードのみです。 

４．        （ＲＥＦＥＲＮＥＣＥ ＷＩＤＴＨ）         で基準

搬送波の帯域幅を設定します。 

※ 【Ｆ５】はＢＡＮＤモードのみです。 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

ＢＡＮＤ（帯域内法） 

 

 

 

 

 

設定したバンド幅内の電力の総和を基準

にします。基準搬送波の中心周波数は 

【Ｆ４】で設定します。 

ＰＥＡＫ（基準レベル法） 

 

 

 

 

 

画面内のピークの電力値を基準にしま

す。基準搬送波の中心周波数は、画面内

のピークに自動的に設定します。 

[測定結果] 
 

[設定値]
 

[隣接チャネル漏洩電力測定モード]
 

Ｆ２ 
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１９．３ 占有周波数帯幅測定 ＜ＯＢＷ＞  
全電力のＮ［％］の点の帯域幅（Ｎ％ ＰＯＷＥＲ）またはピークレベルからＸ［ｄＢ］下がった点の帯域幅（ＸｄＢ ＤＯＷＮ）

を測定する 2 つのモードが用意されています。 

 

● Ｎ％ ＰＯＷＥＲモード 〔          （ＭＯＤＥ）でＮ％を選択して下さい。〕 

画面に表示された全電力のＮ［％］の帯域幅を測定します。 

 

 

 

 

 

● ＸｄＢ ＤＯＷＮモード 〔         （ＭＯＤＥ）でＸｄＢを選択して下さい。〕 

ピークレベルからＸ［ｄＢ］下がった点の帯域幅を測定します。 

 

 

 

 

 

 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＯＢＷ Ｎ％」と表示されます。
 

※ 測定結果が画面右下に表示されます。 

 

１．        （ＲＡＴＩＯ ％）         で全電力に対しての

パーセントを設定します。 

※ 設定範囲： ８０．０～９９．９％ 

２． で、１．のＲＡＴＩＯ変更のステップを１％と 

 ０．１％として切り替えることができます。 

 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＯＢＷ ＸｄＢ」と表示されます。
 

※ 測定結果が画面右下に表示されます。 

 

１．        （ＸｄＢ）          でピークレベルからの 

ダウンレベルを設定します。 

※ 設定範囲： ０．１～８０．０ｄＢ 

２．         で、１．のＸdB 変更のステップを１ｄＢと０．１ｄＢ 

 として切り替えることができます。 

 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ２ 

[測定結果]
 [占有周波数帯幅測定モード]

 
[設定値]

 

[測定結果]
 

[占有周波数帯幅測定モード]
 

[設定値]
 

Ｆ３ 

Ｆ３ 

Ｆ３ 
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１９．４ 電界強度測定 ＜ＥＦＳ ＡＮＴ＞  

オプションのアンテナを接続することにより電界強度測定が行えます。 

オプション以外のアンテナを使用する場合、ユーザで作るオリジナル校正データを作成することにより使用できます。 

オリジナル校正データの作成方法、書き込み方法については、『２５．７ オリジナル校正データの書き込み』を 

参照してください。 

   「アンテナ接続図」     「測定環境図」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンテナ仕様（アンテナ利得とＶＳＷＲは周波数範囲の中心にて）】 

※ Ｍ４０５，４０７は１/４λホイップアンテナのため、本機の持ち方や持つ人で測定値がバラつきます。そのため、 

アンテナＭ４０５、４０７を使用しての測定では、数ｄＢから最悪１０ｄＢ前後の測定誤差が発生します。 

出来るだけ人体の影響が少ないように、体から離して使用してください。 

項目 Ｍ４０１ Ｍ４０２ Ｍ４０３ Ｍ４０４ Ｍ４０５ Ｍ４０６ Ｍ４０７ Ｍ３０８ Ｍ３０９ 

形式 スリーブ スリーブ スリーブ スリーブ １/４λ ホイップ スリーブ １/４λ ホイップ スリーブ スリーブ 

周波数範囲 

０．８０～１．００

ＧＨｚ 

１．２５～１．６５

ＧＨｚ 

１．７０～２．２０

ＧＨｚ 

２．２５～２．６５

ＧＨｚ 

３００～５００ 

ＭＨｚ 

４．８～６．２ 

ＧＨｚ 

４７０～７７０ 

ＭＨｚ 

３．６～４．２ 

ＧＨｚ 

４．４～４．９ 

ＧＨｚ 

アンテナ利得 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 +１ｄＢｉ以上 

ＶＳＷＲ １．５未満 １．５未満 １．８未満 １．８未満 １．５未満 １．８未満 １．５未満 ２．０未満 ２．０未満 

大きさ 

７．５φ×２８０ 

ｍｍ 

７．５φ×２８０ 

ｍｍ 

７．５φ×２１０ 

ｍｍ 

７．５φ×２１０ 

ｍｍ 

７．６φ×２１２ 

ｍｍ 

７．５φ×１５２ 

ｍｍ 

７．６φｘ１３８ 

ｍｍ 

１６φｘ１００ 

ｍｍ 

１６φｘ１００ 

ｍｍ 

重さ 約６５ｇ 約６５ｇ 約６５ｇ 約６５ｇ 約６２ｇ 約６５ｇ 約５６ｇ 約２２ｇ 約２２ｇ 

基準レベル設

定範囲（画面

シフトでの最小

値を除く） 

９３～１４３ 

ｄＢμＶ/ｍ 

９６～１４６ 

ｄBμＶ/ｍ 

９８～１４８ 

ｄＢμV/ｍ 

１００～１５０ 

ｄＢμＶ/ｍ 

８７～１３７ 

ｄＢμＶ/ｍ 

１０９～１５９ 

ｄＢμＶ/ｍ 

９１～１４１ 

ｄＢμＶ/ｍ 

１０7～１５7 

ｄＢμＶ/ｍ 

１０９～１５９ 

ｄＢμＶ/ｍ 

Ｆ４ 

アンテナ 

M401 

M402 

M403 

M404 

M405 

M406 

M407 

M308 

M309 

※ 本機の背面側を受信方向にしてください。 

本機 

ＲＦ ＩＮＰＵＴ 
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● モード選択と測定 

 （ＡＮＴ）でＭ４０１／Ｍ４０２／Ｍ４０３／Ｍ４０４／Ｍ４０５／Ｍ４０６／Ｍ４０７／Ｍ３０８／Ｍ３０９ 

／ＵＳＥＲいずれかのアンテナを選択して下さい。アンテナを選択するのと同時に測定を行います。 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアにそれぞれ、「ＥＦＳ Ｍ４０１」、「ＥＦＳ Ｍ４０２」、「ＥＦＳ Ｍ４０３」、 

「ＥＦＳ Ｍ４０４」、「ＥＦＳ Ｍ４０５」、「ＥＦＳ Ｍ４０６」、「ＥＦＳ Ｍ４０７」、「ＥＦＳ Ｍ３０８」、 

「ＥＦＳ Ｍ３０９」、「ＥＦＳ ＵＳＥＲ」と表示されます。 

※ “ＵＳＥＲ”は、ユーザで作成するオリジナル校正テーブルです。 

〔詳しくは『２５．７ オリジナル校正データの書き込み』参照〕 

※ アンテナ利得補正によっては、スペクトルが画面からはみ出す場合があります。
 

※ センター周波数と周波数スパンは、アンテナに応じて自動で設定されます。 

又、アンテナの対応周波数外はスペクトルが表示されません。 

 

           （ＵＮＩＴ）で測定の単位を切り換えてください。押す毎に下記の順でレベル単位が設定されます。 

             
ｄＢμＶ/ｍ

        
ｄＢμＷ/ｍ2

      
ｄＢμＡ/ｍ

 

 

 

 

● アンテナ指向性（参考データ） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※ 全てのデータは回りに障害物が無い状態で、ＲＦ入力にアンテナを取り付けた時のデータですので、実際は 

人間が持つこと等によって指向性は変化します。 

※ 但し、Ｍ４０５、M４０７のデータは、アンテナを本機に付けて人が持った場合の参考データです。 

Ｆ１ 

０度 

９０度 ２７０度 

１８０度 

Ｅ面：Ｘ－Ｙ方向（Ｘ方向０

度） 

 

Ｆ２ 
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Ｍ４０１（９００MHz、Ｅ面）               アンテナゲイン-周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ４０２（１．５ＧＨｚ、Ｅ面）               アンテナゲイン-周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ４０３（２ＧHz、Ｅ面）                 アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ４０４（２．４ＧHz、Ｅ面）                アンテナゲイン-周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ４０５（水平面）                    アンテナゲイン-周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ４０６（５．４ＧHz、Ｅ面）                アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ４０７（水平面）                    アンテナゲイン-周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ３０８（３．９ＧＨｚ、Ｅ面）                  アンテナゲイン-周波数特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ３０９（４．６５ＧＨｚ、Ｅ面）                 アンテナゲイン-周波数特性 
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１９．５ 磁界強度測定 ＜ＭＦＳ ＰＲＯＢＥ＞  

オプションの磁界プローブＭＭＰ５００、ＣＰ‐２ＳＡを使って磁界強度測定を行います。 

※磁界強度測定の“ＭＭＰ５００”、“ＵＳＥＲ Ｂ”は、ＭＳＡ５３８Ｅ／５５８Ｅのみで使用できます。 

 

 

  

 

〔詳しくはＭＭＰ５００、ＣＰ‐２ＳＡの取扱説明書を参照〕 

  

● モード選択と測定 

           （ＰＲＯＢＥ）でＣＰ‐２Ｓ、ＭＭＰ５００、ＵＳＥＲもしくはＵＳＥＲ Ｂのいずれかを選択して下さい。 

プローブを選択するのと同時に測定を行います。 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアにそれぞれ「ＭＦＳ ＣＰ－２Ｓ」、「ＭＦＳ ＭＭＰ５００」、「ＭＦＳ ＵＳＥＲ」、 

「ＭＦＳ ＵＳＥＲ Ｂ」と表示されます。 

 

※ “ＵＳＥＲ”は、 ユーザで作成するＣＰ‐２ＳＡのオリジナル校正テーブルです。 

振幅軸の単位が[ｄＢμＡ/ｍ]に切り換ります。 

※ “ＵＳＥＲ Ｂ”は、 ユーザで作成するＭＭＰ５００のオリジナル校正テーブルです。 

振幅軸の単位が[ｄＢμＶ]に切り換ります。 

〔詳しくは『２５．７ オリジナル校正データの書き込み』を参照〕 

 

※ プローブの対応周波数外のスペクトルは正しく表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＭＭＰ５００ ＣＰ－２ＳＡ 

周波数範囲 
２０ｋＨｚ～１００ＭＨｚ 

（プローブ単体では９ｋＨｚ～１００ＭＨｚ） 
１０ＭＨｚ～３ＧＨｚ 

Ｆ１ 

Ｆ５ 
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１９．６ ノイズ測定 ＜ＮＯＩＳＥ＞ 
 

          （ＮＯＩＳＥ）キーを押すことでノイズ測定を行うことができます。 

 

● 単位切替と帯域幅の設定 

 

（UNIT）でノイズ測定の単位切替を行います。押す毎に、下記の順にレベル単位が設定されます。 

          

ｄＢｍ/BW      ｄＢμＶ/√BW     ｄＢｍＶ/√BW    ｄＢＶ/√BW 

 

        （BW）でノイズ測定の帯域幅の設定を行います。  

 

         を回すと設定されたステップサイズで帯域幅の設定値が変化します。 

          1Hz       3Hz       10Hz      30Hz     100Hz     300Hz     1kHz   

        3kHz      10kHz       30kHz   100kHz     300kHz      1MHz       3MHz    

      

Ｆ６ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 
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 ２０．ＥＭＩ測定（ＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅ）  
 

２０．１ ＥＭＩ測定のための追加機能  
● 掃引時の検波モード （『１３．掃引軸・検波モード』 参照） 

          に続けて         を押すと、検波モードの切り換えができます。 

   ＰＯＳ      ＳＭＰＬ       ＮＥＧ       ＱＰ     AV 
 

MSA５３８E/５５８Ｅでは、EMI 測定のために QP 検波と AV 検波が追加されています。 

・ ＰOS（ポジティブピーク）   ： サンプルポイント間の最大値をスペクトルとします。 

・ ＳＭＰＬ（サンプル）       ： サンプルポイント間の瞬時値をスペクトルとします。 

・ ＮEG（ネガティブピーク）   ： サンプルポイント間の最小値をスペクトルとします。 

・ ＱＰ（Quasi ピーク）       ： サンプルポイント間の準尖頭値をスペクトルとします。 

・ ＡＶ（アベレージ）        ： サンプルポイント間の平均値をスペクトルとします。 
 

ＱＰ検波はＲＢＷの設定より下記の特性が選ばれます。（CISPR16 準拠） 

ＲＢＷ 充電時定数 放電時定数 機械的時定数 

９kHz １ｍｓ １６０ｍｓ １６０ｍｓ 

１２０kHz １ｍｓ ５５０ｍｓ １００ｍｓ 

 

● セーブ/ロードのプリセット（初期設定） （『１８.セーブ/ロード』 参照） 

  ＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅでは、プリセットに放射ノイズ測定、伝導ノイズ測定のデフォルトの設定が追加 

されています。 

               に続けて         【PRE-SET】を押すと、メニューが表示されます。 

  
NORMＡＬ ・・・・・・ 通常の初期値に設定します。 

EMI-C ・・・・・・ 伝導ノイズ測定の初期値に設定します。 

EMI-R ・・・・・・ 放射ノイズ測定の初期値に設定します。 

 

放射ノイズ測定では、アンテナとして【USER】が選択されます。 

あらかじめご使用のアンテナ校正データを入力しておく必要があります。 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ６ 

ＳＷＥＥＰ 

Ｆ１ 

F２ 

F３ 

Ｆ４ 
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２０．２ ＥＭＩ測定  
妨害波許容値は、ＱＰ（準尖頭値）、又はＡＶ（平均値）にて規格化されています。 

ＱＰ検波、ＡＶ検波の測定は時間が掛かりますので、通常、全帯域をピーク（尖頭値）検波で測定し、 

準尖頭値許容値、又は平均値許容値を超えた周波数に対し、ＱＰ検波、又はＡＶ検波を行います。 

 

● 電源ポート伝導ノイズ測定 

供試装置から配電線に漏洩する伝導ノイズ電圧を測定します。 

ＬＩＳＮ（疑似電源回路網）装置*が必要になります。下図のような接続になります。 

接続の詳細、注意事項はＬＩＳＮの取扱説明書をご参照願います。 

またＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅ（本機）の電源への接続（『６．２ 電源の接続』参照）をもう一度お確かめください。 

 

 

                                  

                             * 弊社製 LISN の用意もございます（MPW201Ｂ） 

 １． 接続が完了しましたら本機の電源を ON します。 

２．              →        →        で伝導ノイズ測定用初期設定を行います。 

   設定は以下のようになります。 

  センター周波数 ： ２５．５ＭＨｚ 

   周波数スパン  ： ５０ＭＨｚ 

   ＲＢＷ        ： ９ｋＨｚ 

   ＶＢＷ       ： １ＭＨｚ 

   掃引時間     ： ３ｓｅｃ 

   検波モード    ：  ポジティブピークモード 

 ３．供試装置に電源を供給し測定をおこない、正しく接続・動作しているかを確認します。 

４．          →        でＭＡＸホールドの回数を設定します。 

  回数はノイズ周期にもよりますが、パルス状ノイズを取りこぼさないような設定にします。（ex．２５６回） 

 ５．本機のマーカ機能を使い、許容値を超えている周波数を探します。 

 ６．５で許容値を超えている周波数近傍をセンター周波数に設定し、ＳＰＡＮ＝２ＭＨｚ、Ｓｗｅｅｐ＝０．１ｓ程度で 

 詳細にノイズ候補周波数を調べます。 

 ７．６で挙がったノイズ候補周波数に対し、ＳＰＡＮ＝２００ｋＨｚ、Ｓｗｅｅｐ＝１０ｓで、ＱＰまたはＡＶ検波を行います。 

電源 供試装置（ＥＵＴ） 

ＭＳＡ５３８Ｅ/５５８Ｅ 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ６ Ｆ２ 

ＣＡＬＣ Ｆ２ 

LISN * 
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● 放射ノイズ測定 

供試装置から漏洩する放射ノイズ電界強度を測定します。 

 

 

 

 １．アンテナの校正データが未設定の場合、事前に校正データの設定を行ってください。 

  設定方法は『２５．７ オリジナル校正データの書込み』を参照してください。 

 ２．接続が完了しましたら本機の電源を ON します。 

３．             →        →        で放射ノイズ測定用初期設定を行います。 

  設定は以下のようになります。 

   センター周波数 ： ５１５ＭＨｚ 

   周波数スパン ： １ＧＨｚ 

RBW  ： １２０ｋＨｚ 

VBW  ： １ＭＨｚ 

掃引時間 ： ０．３ｓｅｃ 

検波モード     ： ポジティブピークモード 

 ４．供試装置を動作させ測定をおこない、正しく接続・動作しているかを確認します。 

５．          →        で MAX ホールドの回数を設定します。 

回数はノイズ周期にもよりますが、パルス状ノイズを取りこぼさないような設定にします。（ex.２５６回） 

 ６．本機のマーカ機能を使い、許容値を超えている周波数を探します。 

 ７．６で許容値を超えている周波数近傍をセンター周波数に設定し、ＳＰＡＮ＝５０ＭＨｚ、Ｓｗｅｅｐ＝３０ｍｓ 

  程度で 詳細にノイズ候補周波数調べます。 

 ８．７で挙がったノイズ候補周波数に対し、ＳＰＡＮ＝１ＭＨｚ、Ｓｗｅｅｐ＝３０ｓでＱＰ検波を行います。 

MSA５３８Ｅ/５５８Ｅ 

供試装置（ＥＵＴ） ｱﾝﾃﾅ 
 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ６ Ｆ３ 

ＣＡＬＣ Ｆ２ 
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参考 

  ＥＭＩ主要規格            (２００８年６月現在) 

（注意） 本表は参考資料です。記載内容の誤りによる如何なる損害も弊社はその責を負いません。 

 周波数 準尖頭値 平均値  

CISPR22 classA 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz～0.50MHz 

0.50MHz～30MHz 

79dBuV 

73dBuV 

  

CISPR22 classB 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz～0.50MHz 

0.50MHz～5MHz 

5MHz～30MHz 

66～56dBuV 

56dBuV 

60dBuV 

56～46dBuV 

46dBuV 

50dBuV 

周波数の対数値に対し 

直線的に減少 

30MHz～230MHz 

230MHz～1000MHz 

40dBuV/m 

47dBuV/m 

- 

- 

測定距離 10m CISPR22 classA 

放射妨害波 

1000MHz～3000MHz 

3000MHz～6000MHz 

76dBuV/m 

80dBuV/m 

56dBuV/m 

60dBuV/m 

測定距離 3m 

30MHz～230MHz 

230MHz～1000MHz 

30dBuV/m 

37dBuV/m 

- 

- 

測定距離 10m CISPR22 classB 

放射妨害波 

1000MHz～3000MHz 

3000MHz～6000MHz 

70dBuV/m 

74dBuV/m 

50dBuV/m 

54dBuV/m 

測定距離 3m 

VCCI classA 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz～0.50MHz 

0.50MHz～30MHz 

79dBuV 

73dBuV 

66dBuV 

60dBuV 

 

VCCI classB 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz～0.50MHz 

0.50MHz～5MHz 

5MHz～30MHz 

66～56dBuV 

56dBuV 

60dBuV 

56～46dBuV 

46dBuV 

50dBuV 

周波数の対数値に対し 

直線的に減少 

30MHz～230MHz 

230MHz～1000MHz 

40dBuV/m 

47dBuV/m 

- 

- 

測定距離 10m VCCI classA 

放射妨害波 

1000MHz～3000MHz 

3000MHz～6000MHz 

76dBuV/m 

80dBuV/m 

56dBuV/m 

60dBuV/m 

測定距離 3m 

30MHz～230MHz 

230MHz～1000MHz 

30dBuV/m 

37dBuV/m 

- 

- 

測定距離 10m VCCI classB 

放射妨害波 

1000MHz～3000MHz 

3000MHz～6000MHz 

70dBuV/m 

74dBuV/m 

50dBuV/m 

54dBuV/m 

測定距離 3m 

FCC Part15 subpartB ClassA 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz～0.50MHz 

0.50MHz～30MHz 

79dBuV 

73dBuV 

66dBuV 

60dBuV 

 

FCC Part15 subpartB ClassB 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz～0.50MHz 

0.50MHz～5MHz 

5MHz～30MHz 

66～56dBuV 

56dBuV 

60dBuV 

56～46dBuV 

46dBuV 

50dBuV 

周波数の対数値に対し 

直線的に減少 

FCC Part15 subpartB ClassA 

放射妨害波 

30MHz～88MHz 

88MHz～216MHz 

216MHz～960MHz 

960MHz～ 

39.1dBuV/m 

43.5dBuV/m 

46.4dBuV/m 

49.5dBuV/m 

- 

- 

- 

- 

測定距離 10m 

FCC Part15 subpartB ClassB 

放射妨害波 

30MHz～88MHz 

88MHz～216MHz 

216MHz～960MHz 

960MHz～ 

40dBuV/m 

43.5dBuV/m 

46dBuV/m 

54dBuV/m 

- 

- 

- 

- 

測定距離 3m 
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 ２１．画面コントロール ＜ＤＳＰＬ＞  
 

        を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１．１ 画面色設定 
          を押すと、画面の色設定の切り替えができます。 

   ＣＯＬＯＲ１      ＣＯＬＯＲ２       ＭＯＮＯ   
 

    ・ＣＯＬＯＲ１ ： カラー第１設定。通常はこちらをお使いください。 

    ・ＣＯＬＯＲ２ ： カラー第２設定。スペクトル画面が白っぽくなります。印刷する場合はこちらが便利です。 

    ・ＭＯＮＯ ： 白黒表示。 

 

２１．２ ＬＣＤバックライトＯＮ／ＯＦＦ制御 

を押す毎に、ＬＣＤバックライトのＯＮ／ＯＦＦが切り換ります。 

 

２１．３ ＬＣＤバックライト輝度調整 
                で、設定を行います。１～１００の１００段階で設定できます。 

 

 

 

 

ＣＯＬＯＲ ＢＡＣＫ ＬＴ ＢＲＩＧＨＴ    

ＣＯＬＯＲ１ 
 

ＯＮ 
 

８０  
 

 

  
 

  

Ｆ２ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

ＤＳＰＬ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 
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 ２２．ＴＧモード（ＭＳＡ５３８ＴＧのみ） 
 
２２．１ ＴＧ機能専用仕様 
 

項 目 規 格 

周波数範囲 ５ＭＨｚ～３．３ＧＨｚ 

出力レベル範囲 －１０ｄＢｍ±１ｄＢ@１ＧＨｚ 

出力平坦度 ±１．５ｄＢ 

出力インピーダンス ５０Ω 

出力ＶＳＷＲ ２．０以下 

出力コネクタ Ｎ（Ｊ）コネクタ 

 
２２．２ 入出力端子配置図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１） 入力コネクタ 

Ｎ（Ｊ）コネクタ。 スペクトラムアナライザの入力端子です。 

２） 出力コネクタ 

Ｎ（Ｊ）コネクタ。 ＴＧ信号の出力端子です。 

 
※ TG 機能を使用しない時は、TG 信号のリークの影響を防ぐ為に TG は「OFF」にして下さい。 
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２２．３ ＴＧ ＯＮ／ＯＦＦ制御 
 

               を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

 

 

 

 

 

１． を押す。 ＴＧ ＭＯＤＥに切り換わります。 

 

 

 

 

 

 

２． を押す。 ＴＧ のＯＮ／ＯＦＦが切り換わります。 

        画面上に ＯＮの時は“ＴＧ ：ＯＮ”、ＯＦＦの時は“ＴＧ ：ＯＦＦ”と表示されます。 

 

２２．４ ノーマライズ機能 

      ノーマライズＯＮ：入力信号の波形を画面上、赤い線の位置で平坦になる様に補正します。 

１．    を押し、前項と同様のファンクションメニューに切り換えます。 

２．    を押す。ＴＧ ＭＯＤＥに切り換わります。 

３．    を押すとノーマライズ機能のＯＮ／ＯＦＦの設定が出来ます。 

     ノーマライズがＯＮの時は画面上に“ＮＯＲＭ ：ＯＮ”と表示されます。 

※ 以下の設定変更をするとノーマライズ機能は自動的にＯＦＦになります。 

・ＳＰＡＮを広げる。 ・センター周波数をノーマライズした時の画面範囲を超えて設定する。 

（センター周波数の設定によっては、ＦＵＬＬ ＳＰＡＮからＳＰＡＮを変更した時もＯＦＦになります） 

・メジャーリング機能の磁界強度測定を選択する。 

・AUTOチューニングを行う。 ・電源をＯＦＦにする。 ・プリセットを行う。 

※ ＳＣＡＬＥが２ｄBまたは５ｄＢの時、波形を画面上の適正な位置に表示していないとノーマライズ出来ないこと 

 があります。 

※ 本機能使用時は、ピークサーチで最小値の位置にマーカが移動します（ファームバージョン１．０１３以上）。 

 
 ＳＷＥＥＰ 

 
ＤＥＴ  ＴＲＩＧ  Ｔ．Ｇ．  

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ AUTO SMPL ＩＮＴ ＭＯＤＥ 
 

  
 
 

  

 
 

Ｔ．Ｇ． 
 

 
ＮＯＲＭ 

 
 

ＯＮ  ＯＮ 
 
 

  
 
 

  

SWEEP 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

１ Ｆ

１ 

Ｆ２ 

２ Ｆ 

３ １ 

SWEEP 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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 ２３．画像データの保存と印刷 ＜ＣＯＰＹ＞  

 
     を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

    

 
２３．１ 画像領域の選択 

     を押すと印刷または保存する画像の範囲を選択することができます。 

ＷＨＯＬＥ: 画面全体を印刷または保存します。 

ＳＰＥＣＴ: スペクトル画面部分だけを保存または印刷します。 

 

２３．２ プリンタによるハードコピー 

本機にプリンタ（オプション）を接続した状態で、         を押すと、２３．１で選択した領域を印刷することが

できます。 

 
２３．３ ＵＳＢメモリへの画像保存 

本機にＵＳＢメモリ（別売り）を接続した状態で、         を押すと、２３．１で選択した領域をビットマップ（ＢＭ

Ｐ）形式でＵＳＢメモリに保存されます。ファイル名は自動的に番号がつけられて"MSA_001.bmp" などと記録され

ます。ラベル領域に文字が入力されている場合は、それをファイル名として参照しかつ番号を自動的に付与

し、”LABEL_001.bmp”などと記録されます。これらのファイルは、”MSAIMG”というフォルダが自動的に生成され、

そこに記録されます。 

画面のカラー・モノクロ等の設定は『２１．画面コントロール』を参照してください。 

 

２３．４ ＵＳＢメモリへの内部データの一括コピー 

本機にＵＳＢメモリ（別売り）を接続した状態で         を押すと、ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ機能により本機の内部メモ

リに保存されているデータを一括してＵＳＢメモリに転送します。これらのファイルは、”MSASVLDI”というフォルダ

が自動的に生成されそこに記録されます。 

 

ＡＲＥＡ  ＰＲＩＮＴ  Ｂｍｐ→ＵＳＢ   ＭＥＭ→ＵＳＢ   

ＷＨＯＬＥ 
 

ＥＸＥＣＵＴＥ  ＣＯＰＹ  

 
 

ＥＸＥＣＴ  

  
 
 

 

  

COPY 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

Ｆ２ 

Ｆ５ 
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２３．５ ＵＳＢプリンタ （オプション） 

オプションのプリンタを使用する時はＵＳＢケーブルＭＩ４００（オプション）を下図のように接続します。 

ＵＳＢケーブルＭＩ４００を本機のＵＳＢ Ａ端子とプリンタのＵＳＢ Ｂ端子に接続してください。 

 

 

  注） 本機の電源をＯＮした後にプリンタの電源をＯＮにして下さい。 

 順番を違えると正常に動作しません。 

 

２３．６ ＵＳＢメモリの装着 

市販のＵＳＢメモリを本機のＵＳＢ Ａ端子に接続してください。下図参照。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   注） 本器の電源がＯＮ状態でＵＳＢメモリを抜き取って再装着した時はＵＳＢメモリを再認識させてください。 
      再認識方法は「１８．１ 記録デバイスの選択」を参照してください。 

プリンタ 

USB Ａ端子 

USB Ｂ端子 

ＭＩ４００ 
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 ２４． 補助機能＜UTIL＞  

     を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

    

 

 

 

 

 

●補助機能を選択します。 

        ラベル機能 ： ラベル表示エリアに任意の文字を入力できます（最長１６文字）。 

           メニューオフ ： ファンクションメニューと、アクティブエリアの表示を消去します。 

           ブザー設定 ： ブザーの鳴る条件設定を行います。 

           時計機能設定 ： 本機内蔵の時計機能の設定を行います。 

           本体情報    ： ファームバージョン、ＤＳＰバージョン、シリアルナンバー、筐体温度を表示します。 

 

２４．１ ラベル機能 

               を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

    

 

 

 

 

 

 

      １．            ～         で、入力する文字の種類を選択します。 

                 ０１２ ： ０～９  （数字） 

                 ａｂｃ ： a～ｚ （英小文字） 

                 ＡＢＣ ： A～Z  （英大文字） 

                 ＠％＊ ：  ！”＃＄％＆’（ ）＋、－ . ／：；＜＝＞？＠ [ \ ] ^_   （記号文字） 

 
 ＬＡＢＥＬ  ＭＥＮＵ  ＢＵＺＺＥＲ  ＣＬＯＣＫ  

ＳＹＳＴＥＭ 

ＩＮＦＯ 
 

 

 
 

ＯＦＦ  ＡＬＷＡＹＳ  ＣＯＮＦＩＧ 
  

  
 
 

 

  

 
 ０１２  aｂｃ  ＡＢＣ  ＠％＊  ＢＡＣＫ ＳＰ  ＥＮＴＥＲ  

 
 

     
 

＜－  －＞ 
 

  
 
 

 

  

UTIL 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

UTIL 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 
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２． ラベル表示エリアの１文字分が反転表示されます。     

をまわして、反転表示されている１文字を、数字、英小文字、英大文字、記号文字と置き換える 

ことができます。 
 

     ３．         で、反転部分が１文字分右へ移動します。入力文字が決定されます。 
  
     ４．            で、反転部分が１文字分左へ移動します。 それまで反転していた部分はスペースになります。 

      つづけてこのキーを押すことにより、文字を連続して消去できます。 
 

    ５．         と         で反転部分を左右に移動させ、文字入力位置を決定できます。 

      その後、        ～         を押せば、その時点の反転部分に文字入力ができます。 

 

２４．２ メニューオフ 
         を押すと、ファンクションメニューとアクティブエリアの表示が消えます。 

新たな設定を行うには、 ～         以外のキーを押してください。 

 

２４．３ ブザー設定 
を押すと、キーやエンコーダを操作した時のブザー音の鳴る条件を設定できます。 

      このキーを押すたびに、以下の３つの状態が順次選択されます。 

OFF ： ブザーは鳴りません 

ALARM ： 設定に不都合が生じた時、警告音としてブザーが鳴ります。通常の操作では鳴りません。 

ALWAYS ： 操作の都度ブザーが鳴ります。 

※ バッテリ動作時にバッテリの電圧が低くなると、ブザーが鳴ります。 

（ブザー設定がＯＦＦに設定されていても鳴ります。） 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ６ 

Ｆ５ 

Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ４ 

Ｆ１ Ｆ６ 



 －76－

２４．４ 時計の設定 
               を押し以下のファンクションメニューに切り換えます。 

    

 

 

 

 

 

本機は、画面の下部に、年月日時刻を表示しています（『４．画面の説明』参照）。 
本機を使い始める際は、年月日時刻を設定してください。 
以後電源をオフにしても、時刻情報は更新されます。 
 

   １．      により、        ～         で選択された項目の値が変化し、各メニューの下段に数値 

または／が表示されます。 

   ２．          年を入力します。西暦の下二桁が表示されます。００～９９の範囲で設定できます。 

           月を入力します。 

          日を入力します。 

           時間を入力します。２４時間表記となります。 

                     分を入力します。 
 
３．         を押すことにより、２．の値が確定します。このキーを押さないと設定は変更されません。 

 

※ 本機の時計機能は専用 LSI によって駆動しており、その電源は内蔵リチウム電池から供給されます。 

 

 

ＹＥＡＲ  ＭOＮＴＨ  ＤＡＴＥ  ＨＯＵＲ  ＭＩＮ  ＥＮＴＥＲ   

０８ 
 

１  ３０  ２３ 
 

５０   
 

  
 
 

 

  

UTIL 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ４ 

Ｆ４ Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 
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 ２５．ＵＳＢデバイス機能  
２５．１  概要 
本機は、A タイプと B タイプの二つの USB コネクタを実装しています。A タイプは USB メモリ、プリンタなどの USB デバイス

機器を接続し動作させる USB ホストとして機能します。Bタイプは PC に接続し本機をUSB デバイスとして動作させるもので

す。本章ではデバイス機能に関して説明いたします。 

USB  A 端子を用いた機能は『２３．画像データの保存と印刷』を参照してください。 

 
２５．２  接続方法 
 USB インタフェースを使用するときは、USB ケーブルＭＩ400（オプション）を下図のように接続します。 

 

 

 
２５．３ ドライバソフトのインストール 
  本機をＰＣからＵＳＢでリモートコントロールするためには、専用のドライバソフトをお使いになるＰＣにインストールする 

 必要があります。 

ドライバのインストールをするにあたり、まず USB ドライバをダウンロードします。 

当社ウェブサイトのダウンロードサイトより USB ドライバをダウンロードしてください。 

 

USB ドライバのダウンロードサイト 

http://www.micronix-jp.com/Products/download/download.html    

にありますファイルをダウンロードしてください。 

  Ｚｉｐファイルを解凍してください。 

ダウンロードしたファイルを解凍しましたら、本機と PC を USB ケーブルで繋いで本機の電源を入れます。 

本機の電源が入ると PC 画面上に USB ドライバ検出ウィザードが起動しますので、ウィザードに従って 

インストールを行ってください。 

 
 
 

ＭＩ４００ 

USB A 端子 

USB B 端子 
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２５．４ コマンド説明 
※ コマンドの末尾には全て｢ＣＲ（０Ｄ［ＨＥＸ］）＋ＬＦ（０A［ＨＥＸ］）｣が付きます。ＰＣからコマンドを送信すると、ＭＳＡ 

５３８（Ｅ／ＴＧ）／ＭＳＡ５５８（Ｅ）はレスポンスを返します。レスポンスは「“ＯＫ”＋ＣＲ＋ＬＦ」、「“ＥＲＲ”＋ＣＲ＋Ｌ

Ｆ」、「“（コマンドに対する返答）”＋ＣＲ＋ＬＦ」があります。 
注意：ＰＣからコマンドを送信する時は、ＭＳＡ５３８（Ｅ／ＴＧ）／ＭＳＡ５５８（Ｅ）からのレスポンスを確認してから次

のコマンドを送信する様にプログラムしてください。送信時間が長くなったり、通信エラーの原因になります。 
※ 各コマンドは『＊＊』の代わりに『？』を入力することにより、現在の設定値が返ってきます。 

（「・・・要求」というコマンドと、校正データ入力のコマンドを除く） 

 

１） センター周波数の設定 

コマンド：ＦＲＥＱ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．５ 周波数入力』参照） 
 

２） セットマーカの要求 

コマンド：ＦＲＥＱＳＥＴＭＫＲ 
 

３） 周波数スパンの設定 

コマンド：ＳＰＡＮ＊＊＊＊ 

リアルタイムモード：（＊＊＊＊＝２０Ｋ／５０Ｋ／１００K／２００Ｋ／５００Ｋ／１Ｍ／２Ｍ／５Ｍ／１０Ｍ 

／２０Ｍ［単位：Ｈｚ］ ） 

掃引モード 

ＭＳＡ５３８（Ｅ／ＴＧ）：（＊＊＊＊＝ＺＥＲＯ／１００K／２００Ｋ／５００Ｋ／１Ｍ／２Ｍ／５Ｍ／１０Ｍ 

／２０Ｍ／５０Ｍ／１００Ｍ／２００M／５００Ｍ／１Ｇ／２Ｇ／ＦＵＬＬ［単位：Ｈｚ］ ） 

ＭＳＡ５５８（Ｅ）：（＊＊＊＊＝ＺＥＲＯ／１００K／２００Ｋ／５００Ｋ／１Ｍ／２Ｍ／５Ｍ／１０Ｍ 

／２０Ｍ／５０Ｍ／１００Ｍ／２００Ｍ／５００Ｍ／１Ｇ／２Ｇ／５Ｇ／ＦＵＬＬ［単位：Ｈｚ］ ） 

４） 基準レベルの設定 

コマンド：ＲＥＦ＊＊＊ 

（＊＊＊＝－６０～１０［１ステップ、単位：ｄＢｍ］ ） 
 

５） 基準レベルの単位の設定 

コマンド：ＵＮＩＴ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＤＢＭ／ＤＢＵＶ／ＤＢＭＶ／ＤＢＶ） 
 

６） ＲＢＷの設定 

コマンド：ＲＢＷ＊＊＊＊ 

ＭＳＡ５３８／５３８ＴＧ／５５８（＊＊＊＊＝３００／１Ｋ／３Ｋ／１０Ｋ／３０Ｋ／１００Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ 

／３Ｍ／AUTO／ＡＬＬ［単位：Ｈｚ］） 

ＭＳＡ５３８Ｅ／５５８Ｅ（＊＊＊＊＝３００／１Ｋ／３Ｋ／１０Ｋ／３０Ｋ／１００Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ／３Ｍ 

／９ＫＥ／１２０ＫＥ／１ＭＥ／AUTO／ＡＬＬ［単位：Ｈｚ］） 
（ＡＬＬ：ＲＢＷ，ＶＢＷ，ＳＷＥＥＰがＳＰＡＮに対応して最適値に自動的に設定されます 
ＡＵＴＯ： ＲＢＷがＳＰＡＮに対応して最適値に自動的に設定されます） 

    

コマンド 単位 

ＤＢＭ ｄＢｍ 

ＤＢＵＶ ｄＢμＶ 

ＤＢＭＶ ｄＢｍＶ 

ＤＢＶ ｄＢＶ 

 

※ ｄＢｍ以外の単位では、 

『１０．７ 単位毎の基準レベル設定範囲』の換算式

を使用してｄＢｍに換算して入力して下さい。 

※ 現在のマーカ位置の周波数をセンター周波数に設定します。 
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７） ＶＢＷの設定 

コマンド：ＶＢＷ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝１００／３００／１Ｋ／３Ｋ／１０Ｋ／３０Ｋ／１００Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ／３Ｍ／ 

ＡＵＴＯ／ＡＬＬ［単位：Ｈｚ］ ） 
  (ＡＵＴＯ， ＡＬＬ： ６)と同様 
 

８） メジャリング機能の開始／停止 

コマンド：ＭＥＡＳ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＣＰ／ＡＣＰ／ＯＢＷ／ 

ＥＦ／ＭＦ／ＯＦＦ） 

 

９） メジャリング結果の要求 

コマンド：ＭＥＡＳＲＥＳ 

※ 返ってくるデータ例 

チャネルパワー測定の場合・・・ POW：－２５．５ｄＢｍ 

隣接チャンネル漏洩電力測定の場合・・・ Ｌ：－４７．７ｄＢｃ Ｕ：－４８．３ｄＢｃ 

周波数帯域幅測定の場合・・・ Ｃ：１．４５Ｇ Ｗ：２０．００ｋ 
 

１０） チャネルパワー測定のモード設定 

コマンド：ＣＰＭＯＤＥ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝ＴＯＴＡＬ／ＢＡＮＤ） 
 

１１） チャネルパワー測定のゾーンセンター周波数設定 

コマンド：ＣＰＣＮＴＲ＊＊＊＊＊＊＊  

（＊＊＊＝０～５００ ： 画面位置、センターは２５０） 

 

１２） チャネルパワー測定のゾーン幅設定 

コマンド：ＣＰＷＩＤＴＨ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＝０～５００ ： 画面位置、センターは２５０） 

 

１３） チャンネルパワー測定対象設定 

コマンド：ＣＰＰＯＷＥＲ＊＊＊  

（＊＊＊＝ＳＵＭ／ＡＶＧ） 
 

１４） 隣接チャネル漏洩電力測定のモード設定 

コマンド：ＡＣＰＭＯＤＥ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝ＴＯＴＡＬ／ＢＡＮＤ／ＰＥＡＫ） 
 

１５） 隣接チャネル漏洩電力測定のバンドオフセット設定 

コマンド：ＡＣＰＯＦＳ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＝０～５００ ： 画面位置、センターは２５０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンド メジャリング機能 

ＣＰ チャネルパワー測定 

ＡＣＰ 隣接チャネル漏洩電力測定 

ＯＢＷ 周波数帯域幅測定 

ＥＦ 電界強度測定 

ＭＦ 磁界強度測定 

ＯＦＦ オフ 

 

   

コマンド モード 

ＴＯＴＡＬ 画面全体の電力を測定 

ＢＡＮＤ 設定したゾーン内の電力を測定 

 

コマンド モード 

ＴＯＴＡＬ ＴＯＴＡＬ（トータルパワー法） 

ＢＡＮＤ ＢＡＮＤ（帯域内法） 

ＰＥＡＫ ＰＥＡＫ（基準レベル法） 
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１６） 隣接チャネル漏洩電力測定のバンド幅設定

コマンド：ＡＣＰＣＨＢＷ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＝０～５００ ： 画面位置、センターは２５０） 

１７） 隣接チャネル漏洩電力測定のリファレンスバンドセンター周波数設定

コマンド：ＡＣＰＲＥＦ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＝０～５００ ： 画面位置、センターは２５０） 

１８） 隣接チャネル漏洩電力測定のリファレンスバンド幅設定

コマンド：ＡＣＰＲＥＦＢＷ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＝０～５００ ： 画面位置、センターは２５０） 

１９） 周波数帯域幅測定のモード設定

コマンド：ＯＢＷＭＯＤＥ＊＊ 

（＊＊＝Ｎ％／ＤＢ） 

２０） 周波数帯域幅測定のＮ％ＲＡＴＩＯ設定

コマンド：ＯＢＷＲＡＴＩＯ＊＊＊ 

（＊＊＊＝８０．０～９９．９［０．１ステップ、単位：％］ ） 

２１） 周波数帯域幅測定のＸｄＢＤｏｗｎ設定

コマンド：ＯＢＷＤＢ＊＊＊ 

（＊＊＊＝０．１～８０．０［０．１ステップ、単位：ｄＢ］ ） 

２２） 電界強度測定のアンテナ設定

コマンド：ＥＦＡＮＴ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝Ｍ４０１／Ｍ４０２／Ｍ４０３／ 

Ｍ４０４／Ｍ４０５／Ｍ４０６／Ｍ４０７／ 

Ｍ３０８／Ｍ３０９／ＵＳＥＲ） 

２３） 電界強度測定のオリジナル校正データの転送

コマンド：ＥＦＵＳＥＲ＊＊＊＊＊ 

※ 詳細は『２５．７ オリジナル校正データの書き込み』を参照してください。

２４） 磁界強度測定のプローブ設定

コマンド：ＭＦＰＲＯＢＥ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＣＰ２Ｓ／ＭＭＰ５００／ 

ＵＳＥＲ／ＵＳＥＲＢ） 

※ＭＭＰ５００、ＵＳＥＲＢは、

ＭＳＡ５３８Ｅ／５５８Ｅのみで使用可

コマンド モード 

Ｎ％ Ｎ％ ＰＯＷＥＲモード 

ＤＢ ＸｄＢ ＤＯＷＮモード 

コマンド プローブ 

ＣＰ２Ｓ ＣＰ‐２ＳA用設定 

ＭＭＰ５００ ＭＭＰ５００用設定 

ＵＳＥＲ ユーザオリジナル設定ＣＰ‐２ＳA用 

ＵＳＥＲＢ ユーザオリジナル設定ＭＭＰ５００用 

コマンド アンテナ 

Ｍ４０１ Ｍ４０１用設定 

Ｍ４０２ Ｍ４０２用設定 

Ｍ４０３ Ｍ４０３用設定 

Ｍ４０４ Ｍ４０４用設定 

Ｍ４０５ Ｍ４０５用設定 

Ｍ４０６ Ｍ４０６用設定 

Ｍ４０７ Ｍ４０７用設定 

Ｍ３０８ Ｍ３０８用設定 

Ｍ３０９ Ｍ３０９用設定 

ＵＳＥＲ ユーザオリジナル設定 
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２５） 磁界強度測定のオリジナル校正データの転送 

コマンド：ＭＦＵＳＥＲ＊＊＊＊＊ 

コマンド：ＭＦＵＳＥＲＢ＊＊＊＊＊ （ＭＳＡ５３８Ｅ／５５８Ｅのみで使用可） 

※ 詳細は『２５．７ オリジナル校正データの書き込み』を参照してください。 
 

２６） Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ開始／停止 

コマンド：ＣＡＬＣ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＯＦＦ／ＭＡＸ／ＭＩＮ／ 

ＡＶＥ／ＯＶＲ） 
 

２７） ＭＡＸＨＯＬＤの回数設定 

コマンド：ＭＡＸＮＯ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６／５１２／１０２４／０） 
※ コマンド０は回数無制限 

２８） ＭＩＮＨＯＬＤの回数設定 

コマンド：ＭＩＮＮＯ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６／５１２／１０２４／０） 
※ コマンド０は回数無制限 

２９） ＡＶＥＲＡＧＥの回数設定 

コマンド：ＡＶＥＮＯ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６／５１２／１０２４） 

３０） ＯＶＥＲＷＲＩＴＥの回数設定 

コマンド：OVWＮＯ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６／５１２／１０２４／０） 
※ コマンド０は回数無制限 

３１） 表示スケールの設定 

コマンド：ＳＣＡＬＥ＊＊ 

（＊＊＝２／５／１０） 
 
 

３２） 掃引時間の設定 

コマンド：ＳＷＥＥＰ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝１０Ｍ／３０Ｍ／０．１Ｓ／０．３Ｓ／１Ｓ／３Ｓ／１０Ｓ／３０Ｓ／ＡＵＴＯ／ＡＬＬ） 

 

 

 

 

 

 

 
 

コマンド 掃引時間 

１０Ｍ １０ｍｓ 

３０Ｍ ３０ｍｓ 

０．１Ｓ ０．１ｓ 

０．３Ｓ ０．３ｓ 

１Ｓ １ｓ 

コマンド 掃引時間 

３Ｓ ３ｓ 

１０Ｓ １０ｓ 

３０Ｓ ３０ｓ 

ＡＵＴＯ オート 

ＡＬＬ オールオート 

   

コマンド Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ 

ＯＦＦ オフ 

ＭＡＸ ＭＡＸ ＨＯＬＤ 

ＭＩＮ ＭＩＮ ＨＯＬＤ 

ＡＶＥ ＡＶＥＲＡＧＥ 

ＯＶＲ ＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥ 

 

   

コマンド 表示スケール 

２ ２ｄＢ/ｄｉｖ 

５ ５ｄＢ/ｄｉｖ 

１０ １０ｄＢ/ｄｉｖ 

 



－82－

３３） 検波モードの設定

コマンド：ＤＥＴ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＰＯＳ／ＮＥＧ／ＳＭＰ） 

３４） トリガー源の設定
コマンド：ＴＲＧ＊＊ 
（＊＊＝INT/EXT） 

３５） ＡＵＴＯＴＵＮＥの要求

コマンド：ＡＵＴＯ ※ ＡＵＴＯ ＴＵＮＥ終了後、レスポンスを返します。

３６） 動作の要求

コマンド：ＨＯＬＤ／ＲＵＮ 

３７） アクティブマーカの位置情報の要求

コマンド：ＭＫＲＲＥＳ 

３８） マーカのモード設定

コマンド：ＭＫＲ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊=ＮＯＲＭ／ＤＥＬＴＡ／ＤＵＡＬ／ＯＦＦ） 

３９） アクティブマーカの周波数設定（スペクトラム）

アクティブマーカの位置を周波数で設定します。 

コマンド：ＮＯＲＭＭＫＲ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．５ 周波数入力』参照） 

４０） マーカの位置設定

アクティブマーカの位置をスケール内のポイント番号で設定します。 

コマンド：MKRPOSI＊＊＊ 
（＊＊＊＝０～５００ （Q 対Ⅰ：０～１０２４００） ：左端０、右端５００、１０２４００） 

４１） アクティブマーカ設定

コマンド：ＭＫＲＳＥＬ＊＊＊＊＊ 
（＊＊＊＊＊=ＲＥＦ／ＤＥＬＴＡ／Ｍ1／Ｍ2／Ⅰ／Ｑ） 

４２） ピークサーチのモード設定

コマンド：ＰＥＡＫ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＮＯＲＭ／ＺＯＮＥ） 

４３） ピークサーチの要求

コマンド：ＰＫＳＥＡＲＣＨ＊＊ 

（＊＊＝０１／０２／０３／０４／０５／ 

０６／０７／０８／０９／１０／１１） 

４４） ピークサーチのＺＯＮＥセンター設定

コマンド：ＰＫＣＮＴＲ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．５ 周波数入力』参照） 

コマンド 検波モード 

ＰＯＳ ポジティブピーク検波モード 

ＮＥＧ ネガティブピーク検波モード 

ＳＭＰ サンプル検波モード 

QP QP 検波モード（MSA538E/558E のみ） 

AVG AVG 検波モード（MSA538E/558E のみ） 

コマンド マーカのモード 

NORM ノーマルマーカ 

DELTA デルタマーカ 

DUAL デュアルマーカ 

OFF オフ 

コマンド ピークサーチのモード 

ＮＯＲＭ ノーマルピークサーチ 

ＺＯＮＥ ＺＯＮＥ内ピークサーチ 

コマンド マーカの移動先 

０１ 画面内の最大ピーク位置 

０２ 画面内の２番目のピーク位置 

・・・ ・・・

１１ 画面内の１１番目のピーク位置 
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４５） ピークサーチのＺＯＮＥ幅設定 

コマンド：ＰＫＷＩＤＴＨ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．５ 周波数入力』参照） 
 

４６） マーカの単位設定 

コマンド：ＣＯＮＶ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＤＢＭ／Ｗ／ＤＢＶ／Ｖ／ＤＢＵＶＭ／ＶＭ） 
 

４７） ハードコピーの転送要求 

コマンド：ＰＲＴ＊ （＊＝Ｓ／Ｗ） 
ＡタイプＵＳＢコネクタに接続したオプションのプリンタが印刷します。 
 

４８） スペクトルの転送要求 

コマンド：ＳＲＳ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＣＵＲＲ／０００～１９９） 
 
 
 
 
  ※ セーブされたファイルには対応する番号が付与されます。 

※ 返ってくるデータは『２５．６ スペクトルデータ転送』を参照して下さい。 
 

４９） ＵＳＢメモリに保存したスペクトルの転送要求 

コマンド：ＳＲＳU＊＊＊ 

（＊＊＊＝０００～９９９） 
 
 
 
  ※ セーブされたファイルには対応する番号が付与されます。 
  ※ 返ってくるデータは『２５．６ スペクトルデータ転送』を参照して下さい。 

 

５０） スペクトル１００１データの転送要求 

コマンド：ＳＲＳＦ  

 ※ 返ってくるデータは『２５．６ スペクトルデータ転送』を参照して下さい。 
 

５１） プリセットの要求 

コマンド：ＰＲＥＳＥＴ 

 

５２） リモート制御の設定 

コマンド：ＲＥＭＯＴＥ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＯＮ／ＯＦＦ） 

 

 

 

※ リモート操作ＯＮ時は、本体の動作表示エリアに「ＲＥＭＯＴＥ」と表示されます。 

〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

コマンド マーカの単位 

ＤＢＭ ｄＢｍ 

Ｗ Ｗ 

ＤＢＶ ｄＢＶ 

Ｖ Ｖ 

ＤＢＵＶＭ ｄＢμＶ/ｍ 

ＶＭ Ｖ/ｍ 

 

コマンド リモート制御 

ＯＮ 
本体のキー、エンコーダ操作を受け付けなくなります。 

ＵＳＢコマンドで操作して下さい。 

ＯＦＦ 
本体のキー、エンコーダ操作を受け付けます。 

ＵＳＢコマンドでも操作できます。 

 

コマンド 転送されるスペクトル 

ＣＵＲＲ 現在のスペクトル 

０００ セーブデータ０００のスペクトル 

・・・ ・・・ 

１９９ セーブデータ１９９のスペクトル 

コマンド 転送されるスペクトル 

０００ ＵＳＢセーブデータ０００のスペクトル 

・・・ ・・・ 

９９９ ＵＳＢセーブデータ９９９のスペクトル 
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５３） シングル掃引 

コマンド：ＣＡＰＴ           ※ コマンドを送ると、一回だけ掃引してＨOLD 状態になります。 

 

５４） 基準レベルのオフセットの設定 

コマンド：ＯＦＦＳＥＴ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝－５０．０～５０．０［０．１ステップ、単位：ｄＢ］） 

 

５５） 入力インピーダンス補正の設定 

コマンド：ＩＭＰ＊＊ 

（＊＊＝５０／７５） 

 

入力インピーダンスを切り替えると上の表のようにオフセットレベルが一定の値に設定されます。 

※ “７５”選択時は、入力コネクタにインピーダンス変換器ＭＡ３０８（オプション）を付けてください。 
 

５６） 保存されたスペクトル、設定値のクリア 

コマンド：ＭＣＬＲ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＡＬＬ／０００～１９９） 

内部メモリのみ有効 

 
５７） LABEL 文字の設定 

コマンド：ＬＢＬ＊＊＊ 

  （＊＊＊＝最大 16 文字の文字列） 

 

５８） 時刻の設定 

コマンド：ＣＬＣ＊＊＊ 

  （＊＊＊＝aabbccdd ;  aa: 西暦の下二桁、bb: 月(０１－１２)、cc:時間(００－２３)、 dd:分（００－５９） 

  

５９） T.G.の設定 

コマンド：ＴＧ＊＊ 

（＊＊＝ＯＮ／ＯＦＦ） 

 

６０） ノーマライズの設定 

コマンド：ＮＯＲＭ＊＊ 

（＊＊＝ON／OFF） 

 

      ６１） ＨＯＬＤ／ＲＵＮのトグル 

           コマンド：ＨＯＬＤＲＵＮ 

 

      ６２） セーブ・ロードデバイスの設定 

コマンド：ＤＥＶ＊＊＊ 

           （＊＊＊＝ＭＥＭ／ＵＳＢ） 

   

コマンド オフセットレベル 
５０ オフセットレベルが０ｄＢになります。 

７５ オフセットレベルが５．７ｄＢになります。 

 

   

コマンド クリアされるデータ 
ＡＬＬ 保存されている全て 

０００ 格納先番号０００のデータ 
・・・ ・・・ 
１９９ 格納先番号１９９のデータ 
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      ６３） スプリアスフリーモード設定 

コマンド：ＳＰＲ＊＊＊ 

           （＊＊＊＝ＯＮ／ＯＦＦ） 

 

      ６４） ノイズ測定の単位設定 

コマンド：ＮＨＵＮＩＴ＊＊＊＊ 

           （＊＊＊＊＝ＤＢＭ／ＤＢＵＶ／ＤＢＭＶ／ＤＢＶ） 

 

      ６５） ノイズ測定の帯域幅設定 

コマンド：NHBW＊＊＊＊ 

           （＊＊＊＊＝１／３／１０／３０／１００／３００／１Ｋ／３Ｋ／１０Ｋ／３０Ｋ／１００Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ／３Ｍ） 

 

      ６６） アッテネータの値の要求 

コマンド：ＡＴＴ 

 

      ６７） 温度の値の要求 

コマンド：ＴＥＭＰ 

 

      ６８） ファームウェアバージョンナンバの要求 

コマンド：ＶＥＲ 

 

      ６９） シグナルアナライザの型の要求 

コマンド：ＴＹＰＥ 

 

      ７０） 掃引モード/リアルタイムモードの設定 

コマンド：ＳＰＡ＿ＭＯＤＥ＿＊＊＊ 

           （＊＊＊＝ＳＷＰ／ＲＴ） 

 

      ７１） リアルタイムモードのトリガソースの設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＳＲＣ＿＊＊＊ 

           （＊＊＊＝ＦＲＥＥＲＵＮ／ＩＦ／ＰＯＷ／ＥＸＴ） 

 

      ７２） リアルタイムモードのトリガスロープの設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＳＬＯＰＥ＿＊ 

           （＊＝Ｐ／Ｍ）                   ※（Ｐ：＋， Ｍ：－） 
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      ７３） リアルタイムモードのトリガ位置の設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＰＯＳＩＴ＿＊＊＊ 

           （＊＊＊＝０／２５／５０／７５／１００［２５ステップ、単位：％］） 

 

      ７４） リアルタイムモードの IF トリガレベルの設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＩＦ＿＊＊＊ 

           （＊＊＊＝１～１００［１ステップ、単位：％］） 

 

      ７５） リアルタイムモードのパワートリガレベルの設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＰＯＷ＿＊＊＊ 

           （＊＊＊＝－４０～０［１ステップ、単位：ｄＢ］） 

 

      ７６） リアルタイムモードのトリガチャンネルの設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＣＨ＿＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＡＬＬ／１／２／３／４／５）          ※ＡＬＬ：すべてのチャネル 

 

      ７７） リアルタイムモードのトリガの単一／連続設定 

コマンド：ＲＴ＿ＴＲＧ＿ＳＣＡＮ＿＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝ＳＩＮＧＬＥ／ＣＯＮＴ）          ※ＳＩＮＧＬＥ：単一，ＣＯＮＴ：連続 

 

      ７８） リアルタイムモードの解析範囲の IQデータ送信要求 

コマンド：ＲＩＱ＿ＡＮＬ 

 

      ７９） リアルタイムモードのアクイジション範囲の IQデータ送信要求 

コマンド：ＲＩＱ＿ＡＣＱ 

   

      ８０） リアルタイムモードのメイン測定モードの選択 

コマンド：ＡＮＬ＿ＭＡＩＮ＿＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＳＰＥＣ／ＳＰＧＭ／ＯＶＲ／ＰＷＴ／ＦＱＴ／ＰＨＴ／ＩＱＴ／ＱＶＩ） 

コマンド モード 

ＳＰＥＣ スペクトル測定 

ＳＰＧＭ スペクトログラム測定 

ＯＶＲ オーバーライト測定 

ＰＷＴ タイムドメイン測定のパワー 対 時間 

ＦＱＴ タイムドメイン測定の周波数 対 時間 

ＰＨＴ タイムドメイン測定の位相 対 時間 

ＩＱＴ タイムドメイン測定のＩＱ 対 時間 

ＱＶＩ タイムドメイン測定のＱ 対 Ｉ 極座標 
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８１） リアルタイムモードのサブ測定モードの選択

コマンド：ＡＮＬ＿ＳＵＢ＿＊＊＊

（＊＊＊＝ＳＰＧＭ／ＰＷＴ） 

コマンド モード 

ＳＰＧＭ スペクトログラム測定 

ＰＷＴ タイムドメイン測定のパワー 対 時間 

８２） リアルタイムモードのアクイジションフレーム数の指定

コマンド：ＡＣＱ＿ＦＲＭ＿＊＊＊＊＊

（＊＊＊＊＊＝１～１６３８３［１ステップ、単位：フレーム］） 

８３） リアルタイムモードの解析開始フレームの指定

コマンド：ＳＴＴ＿ＦＲＭ＿＊＊＊＊＊

（＊＊＊＊＊＝１～１６３８３［１ステップ、単位：フレーム］） 

８４） リアルタイムモードの解析フレーム数の指定

コマンド：ＡＮＬ＿ＦＲＭ＿＊＊＊

Ｑ対Ｉ極座標モードのとき（＊＊＊＝１～１００［１ステップ、単位：フレーム］） 

Ｑ対Ｉ極座標モード以外のとき（＊＊＊＝１～５００［１ステップ、単位：フレーム］） 

８５） オーバーライト蓄積フレーム数の指定

コマンド：ＯＶＲ＿ＦＲＭ＿＊＊＊＊

（＊＊＊＊＝２００／５００／１０００／２０００／５０００／０［単位：フレーム］） ※０：無限大 

８６) 解析範囲の IQ データを USB メモリに保存
コマンド：SAVEIQ_ANL

８７) アクイジション範囲の IQ データを USB メモリに保存
コマンド：SAVEIQ_ACQ

８８) USB メモリから解析範囲に IQ データをロード
コマンド：LOADIQ_ANL （最大５００フレーム） 

８９） ＩＱデータのセーブ完了かどうかの状態問い合わせ

コマンド：ＲＴ＿ＳＴＯＲＥ

※ 返ってくるデータは、 ０：完了，１：セーブ中
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２５．５ 周波数入力 
上記『２５．４ コマンド説明』で（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．５ 周波数入力』参照） 

とあるものは、下記のように周波数を入力します。 
 

＊＊＊＊＊＊＊＝０．０ｋ～９９９．９ｋ（０．１ステップ、単位：Ｈｚ） 

０．００００Ｍ～９９９．９９９９Ｍ（０．０００１ステップ、単位：Ｈｚ） 

ＭＳＡ５３８（Ｅ／ＴＧ）：  ０．０００００００Ｇ～３．３Ｇ（０．００００００１ステップ、単位：Ｈｚ） 

ＭＳＡ５５８（Ｅ）：  ０．０００００００Ｇ～８．５Ｇ（０．００００００１ステップ、単位：Ｈｚ） 

※ 但し、オフセット周波数とゾーン幅は、センター周波数と周波数スパンによって決められた 

範囲内での入力となり、それ以外はエラーとなります。 

※ オフセット周波数とゾーン幅は、周波数スパンを変更することで値が変わります。 

 
２５．６ スペクトルデータ転送  

スペクトルデータは、カンマ区切りの数字文字列として出力されます。単位はｄＢｍで、小数点以下は２桁です。 

 **.**, **.**, ……, **.** 

●データ内容 

文字列 説明 例 

ＳＰＥＣＴ 次の行からのデータがスペクトルデータである事を意味します。 ＳＰＥＣＴ 

＊＊，＊＊，・・・                                     スペクトルデータです。各数値データーが「，」で区切られ１０個で一

行、全部で５１行（５０１個）のデータです。スペクトル１００１データ転

送の場合は全部で１０１行（１００１個）になります。 

-102.01，-102.03，・・・， 

・・・， 

-110.12， 

＊） ＴＲＡＣＥコマンドでもＳＰＥＣＴコマンドと同様の動作をします。 
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２５．７ オリジナル校正データの書き込み 
電界強度測定で、オプションのアンテナでなくお客様で用意されたアンテナを使用する場合と、磁界強度測定で、 

オプションの磁界プローブでなくお客様で用意された磁界プローブを使用する場合は、本機にアンテナもしくは 

磁界プローブの校正データを書き込む必要がありますので、下記要領に従って校正データの書き込みを行って 

ください。ＰＣソフトウェアＭＡＳ５００（オプション）を使用する方法と、お客さまで通信プログラムを用意する方法の 

２種類があります。 
 

１） 準備するもの 

・ USBケーブル ＭＩ４００ 

・ Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン（USBインタフェース付き） ※ スペクトラムアナライザ本体のみでは書き込めません。 

・ ＰＣソフトウェア ＭＡＳ５００（書き込み方法１の場合のみ） 

２） 書き込みデータ 

例として、アンテナＭ４０５の校正データ（アンテナゲイン）と磁界プローブＣＰ‐２ＳＡの校正データ（校正係数）を 

下記に示します。 

・ アンテナＭ４０５校正データ（アンテナゲイン） 

周波数 ３００ＭＨｚ ３５０ＭＨｚ ４００ＭＨｚ ４５０ＭＨｚ ５００ＭＨｚ 

アンテナゲイン ０．０ｄＢｉ １．０ｄＢｉ １．４ｄＢｉ １．４ｄＢｉ ０．０ｄＢｉ 

・ 磁界プローブＣＰ‐２Ｓ校正データ（校正係数） 

周波数 １０ＭＨｚ １００ＭＨｚ １ＧＨｚ ２ＧＨｚ ３ＧＨｚ 

校正係数 ８６．７ｄＢ ６９．２ｄＢ ５０．７ｄＢ ４４．９ｄＢ ４０．１ｄＢ 

※ ここではデータが５点ですが、最大でアンテナ５０点、磁界プローブ１０点のデータまで入力可能です。 

０Ｈｚには入力できません。 

３） 書き込み方法１ 

ＰＣソフトウェアＭＡＳ５００（オプション）を使用した方法 

① 校正データをテキストファイルに書きます 

パソコンの新規作成でテキストファイルを作成し、テキストエディタで開いてください。 

次に、下記フォーマットで周波数と校正データをテキストファイルに書いてください。 

・ フォーマット   

周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

例） Ｍ４０５の場合 

300M:0.0DBI,350M:1.0DBI,400M:1.4DBI,450M:1.4DBI,500M:0.0DBI 

※ 単位は大文字で書いてください。また、周波数はＧ（ギガヘルツ）も使用できます。 

② ＰＣソフトウェアＭＡＳ５００を使用して、①で作成したテキストファイルを本機に書き込みます 

本機とパソコンをＭＩ４００で接続し、本機の電源を投入してください。 

ソフトウェアの上部メニューから、電界強度測定の校正データなら 

［Ｆｉｌｅ］→［Ｗｒｉｔｅ Ｅ／Ｆ Ｕｓｅｒ Ｄａｔａ］を、磁界強度測定の校正データなら 

［Ｆｉｌｅ］→［Ｗｒｉｔｅ Ｍ／Ｆ Ｕｓｅｒ Ｄａｔａ］、［Ｗｒｉｔｅ Ｍ／Ｆ Ｕｓｅｒ Ｄａｔａ Ｂ］を選択してください。 

次に、先ほど作成したテキストファイルを選択すると、データが書き込まれます。 

※ パソコンへは専用ＵＳＢドライバをあらかじめインストールしておいてください。 

（『２５．３ ドライバソフトのインストール』参照） 
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４） 書き込み方法２ 

ＭＡＳ５００を使用した書き込み以外の方法です。お客様に通信プログラムを用意して頂く必要があります。 

① USB通信用ソフトウェアを準備します。 

本機とパソコンをＭＩ４００で接続し、本機の電源を投入してください。 

② データを書き込みます。 

ＵＳＢ通信ソフトウェアから下記フォーマットのデータを本機に転送してください。 

・ フォーマット 

電界強度測定の校正データの場合 

ＥＦＵＳＥＲ周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

磁界強度測定の校正データの場合 

ＭＦＵＳＥＲ周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

ＭＦＵＳＥＲＢ周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

例）ＣＰ‐２ＳＡの場合 

MFUSER10M:86.7DB,100M:69.2DB,1G:50.7DB,2G:44.9DB,3G:40.1DB 

※ 単位は大文字で書いてください。 

③ 正しく書き込みが終了すると、本機から“ＯＫ”と返ってきます。 
 

５） 使用方法 

① 本機のメジャリング機能を電界強度測定機能もしくは磁界強度測定機能に設定します。 

電界強度測定なら［ＭＥＡＳ］→［ＥＦＳ ＡＮＴ］を選択します。 

磁界強度測定なら［ＭＥＡＳ］→［ＭＦＳ ＰＲＯＢＥ］を選択します。 

［Ｆ１］を押し、［Ｆ１］上部の表示が“ＵＳＥＲ”、“ＵＳＥＲ B”となるようにしてください。 

これで、書き込んだ校正データでの測定が行えます。 

※ 書き込んだ校正データは、電源を切っても消えません。 

※ 電源を切ると、メジャリング機能から通常の測定に戻ります。 

 

６） アンテナゲインについて 

ここでのアンテナゲインとは絶対利得［ｄＢｉ］をさします。 

アンテナゲインが相対利得の場合は、２．１５ｄＢを足すことで絶対利得へと変換できます。 

・絶対利得［ｄＢｉ］＝相対利得［ｄＢｄ］＋２．１５ｄＢ 

参考として、電界強度への変換式は下記を使用しています。 

・Ｅ＝√（４８０π２×Ｐａ÷（Ｇａ×λ２）） 

Ｅ：電界強度［Ｖ/ｍ］ Ｐａ：受信電力［Ｗ］ Ｇａ：アンテナゲイン［倍］＝１０（アンテナゲイン［ｄＢｉ］÷１０） 

λ：波長［ｍ］＝（３×１０８）÷周波数［Ｈｚ］ 
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 ２６．オプション  
 

■ PCソフトウェア ＭＡＳ５００ 

ＭＡＳ５００は、５モデルのシグナルアナライザをＰＣから制御し、スペクトル波形を表示するソフトウェアです。 

画面をそのままＢＭＰ形式で、またはスペクトル波形をＣＳＶ形式で保存することができます。 

 

■ ロギングソフトウェア ＭＡＳ５１０ 

ＭＡＳ５１０は、無人監視で測定データをロギングするＰＣソフトウェアです。夜間の異常信号監視や長時間の無人 

データ記録に最適です。 

・指定した周波数帯域、サンプリング間隔、計測時間でロギング。 

・ファイルに保存されたスペクトル波形をビデオ再生操作のように早送りや早戻し、およびリミットラインを超えた画面の

頭出しができます。 

・リミットラインを超えたスペクトルが発生した場合、自動的にエラー表示します。 

 

■ ＶＳＷＲブリッジ ＭＶＳ３００Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ポータブルアンテナ Ｍ４０１～Ｍ４０７、Ｍ３０８、Ｍ３０９  詳しくは『１９．４ 電界強度測定』参照 

 

■ 磁界プローブ ＣＰ－２ＳＡ  詳しくは『１９．５ 磁界強度測定』参照 

 

■ 磁界プローブ ＭＭＰ５００  詳しくは『１９．５ 磁界強度測定』参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

周波数範囲 ： ５～３０００ＭＨｚ 

方 向 性  ： ４０ｄＢ以上＠５０～３０００ＭＨｚ 

２５ｄＢ以上＠５～５０ＭＨｚ 

挿入損失 ： ７ｄＢ以下＠ＳＯＵＲＣＥ－ＤＵＴ 

８ｄＢ以下＠ＤＵＴ－ＲＥＦＬＥＣＴＥＤ 

大 き さ ： ５０(Ｗ)×３２(Ｈ)×１１３(Ｄ)ｍｍ 

重 さ ： 約２４０ｇ 

コ ネ ク タ ： ＳＭＡ(Ｊ)(３ポート共) 

主な仕様 
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■ ＵＳＢプリンタ   ＡＣアダプタ、プリンタ用紙１巻付き 詳しくは『２３．画面データの保存と印刷』参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ プリンタ用紙（１０巻入り）  ※オプションのプリンタで使用します 

 

■ リチウムイオン電池 ＭＢ４００    ７．４Ｖ／５０００ｍＡｈ 詳しくは『６．４ バッテリー取り付け』参照 

 

■ ＵＳＢケーブル ＭＩ４００  コネクタ：Ａ端子／Ｂ端子 長さ：１ｍ 

 

■ 同軸アッテネータ ＭＧ－ＸＸｄＢ 

減衰誤差 
モデル 

ＤＣ～１２．４ＧＨｚ １２．４ＧＨｚ～１８ＧＨｚ 
ＶＳＷＲ 

定格 
電力 

ＭＧ－１ｄＢ、２ｄＢ、３ｄＢ、４ｄＢ ＜±０．５ｄＢ ＜±１ｄＢ 

ＭＧ－５ｄＢ、６ｄＢ、７ｄＢ、８ｄＢ ＜±０．７ｄＢ ＜±１．２dB 

ＭＧ－９ｄＢ、１０ｄＢ、１２ｄＢ、１３ｄＢ ＜±１．０ｄＢ ＜±１．２５ｄＢ 

ＭＧ－１４ｄＢ、１５ｄＢ、２０ｄＢ ＜±１．２ｄＢ ＜±１．３dB 

＜１．１５＠ＤＣ～４ＧＨｚ 

＜１．２＠４～１２．４GHz 

＜１．３＠１２．４～１８GHz 

ＭＧ－３０ｄＢ ＜±１．２ｄＢ＠ＤＣ～８ＧＨｚ ＜１．２＠ＤＣ～８ＧＨｚ 

１Ｗ 

※コネクタ、インピーダンス：ＳＭＡ(Ｐ)/ＳＭＡ(Ｊ)、５０Ω 

 

■ 終端器 

ＶＳＷＲ 
モデル 周波数範囲 

ＤＣ～４ＧＨｚ ４～８ＧＨｚ ８～１２．４ＧＨｚ １２．４～１８ＧＨｚ 

終端 
電力 コネクタ 

ＭＧ－５０Ｓ ＤＣ～１８ＧＨｚ ＜１．０８ ＜１．１０ ＜１．１５ ＜１．２０ ０．２５Ｗ ＳＭＡ(Ｐ) 

ＭＧ－５０Ｎ ＤＣ～８ＧＨｚ ＜１．２＠ＤＣ～８ＧＨｚ ２Ｗ Ｎ(Ｐ) 

※インピーダンス：５０Ω 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印 字 方 式 ： 感熱ラインドット方式 

用  紙 ： ８０ｍｍ幅感熱紙 

電  源 ： 内部 単３アルカリ電池４本 

外部 ７．５ＶＤＣ／３Ａ(専用ＡＣアダプタ) 

大  き  さ ： １３４(Ｗ)×６０(H)×１８０(D)ｍｍ 

重 さ ： 約４５０ｇ(本体のみ) 

データ入力 ： ＵＳＢ ２．０ 

主な仕様 
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■ 同軸ケーブル 

モデル コネクタ 長さ 周波数範囲 

ＭＣ１０２ ＳＭＡ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｐ) １．５ｍ ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＣ２０１ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) ０．５ｍ ＤＣ～１８．５ＧＨｚ 

ＭＣ２０２ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) ３ｍ ＤＣ～１８．５ＧＨｚ 

ＭＣ２０３ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) ４ｍ ＤＣ～１８．５ＧＨｚ 

ＭＣ２０４ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) １．５ｍ ＤＣ～１２．４ＧＨｚ 

ＭＣ３０１ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) ０．５ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３０２ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) １ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３０３ ＳＭＡ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｐ) １．５ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３０４ ＳＭＡ(Ｐ)／Ｎ(Ｊ) ０．２ｍ ＤＣ～４ＧＨｚ 

ＭＣ３０５ ＳＭＡ(Ｐ)／Ｎ(Ｐ) ０．２ｍ ＤＣ～４ＧＨｚ 

ＭＣ３０６ ＳＭＡ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｊ) ０．２ｍ ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＣ３０７ ＳＭＡ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｐ) ０．２ｍ ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＣ３０８ Ｎ(Ｐ)／Ｎ(Ｐ) ０．５ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３０９ Ｎ(Ｐ)／Ｎ(Ｐ) １ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３１０ Ｎ(Ｐ)／Ｎ(Ｐ) １．５ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３１１ Ｎ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｊ) ０．２ｍ ＤＣ～１０ＧＨｚ 

ＭＣ３１２ Ｎ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｊ) ０．２ｍ ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＣ３１３ Ｎ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｐ) ０．２ｍ ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＣ３１４ ＢＮＣ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｐ) １．５ｍ ＤＣ～２ＧＨｚ 

※インピーダンス：５０Ω 

 

■ 変換アダプタ 

モデル コネクタ インピーダンス 周波数範囲 

ＭＡ３０１ ＢＮＣ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｊ) ５０Ω／７５Ω ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＡ３０２ ＢＮＣ(Ｐ)／Ｎ(Ｊ) ７５Ω／７５Ω ＤＣ～１．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０３ ＢＮＣ(Ｐ)／Ｎ(Ｐ) ７５Ω／７５Ω ＤＣ～１．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０４ ＢＮＣ(Ｐ)／Ｆ(Ｊ) ７５Ω／７５Ω ＤＣ～１．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０５ ＢＮＣ(Ｐ)／Ｆ(P) ７５Ω／７５Ω ＤＣ～１．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０６ Ｎ(Ｐ)／ＳＭＡ(Ｊ) ５０Ω／５０Ω ＤＣ～１２．４ＧＨｚ 

ＭＡ３０７ Ｎ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｊ) ５０Ω／５０Ω ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＡ３０８ Ｎ(Ｐ)／ＢＮＣ(Ｊ) ５０Ω／７５Ω ＤＣ～２ＧＨｚ 

ＭＡ３０９ Ｎ(Ｊ)／ＢＮＣ(Ｐ) ５０Ω／５０Ω ＤＣ～２ＧＨｚ 
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 ２７．基本性能試験 (MSA538/538E/538TG/558/558Ｅ)  
 

品質を保つために、定期的な性能試験をお勧め致します。本項目では、基本性能試験方法及び規格を記載します。 

基本性能試験の結果、問題が発見された場合や正式な試験が必要な場合は、購入代理店又は弊社へご連絡下さい。 

 

「接続図」 

 

 

 

 

 

 

 

２７．１ 周波数特性 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の各周波数での電力表示値が－１５ｄＢｍになるようにスペクトラムアナライザ校正装置 

（以下、校正装置とします。）の出力レベル調整を行い、校正用受信機（マイクロ波電力計等）で絶対値を測定します。 

 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の設定 
規格 測定値 判定 

センター周波数 周波数スパン ＲＢＷ 

１０MＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

１００MＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準   

１ＧＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

２ＧＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

３．３ＧＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

６．２GHz ※1 １０MHz ３MHz 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

８．５GHz ※1 １０MHz ３MHz 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

※1 ＭＳＡ５５８（E）のみ 

● ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の設定      ● 校正装置の設定 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ  周波数 ： ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）のセンター周波数 

ＶＢＷ ： １ＭＨｚ  出力電力 ： ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の電力表示を 

掃引時間 ： 

： 

１ｓ    －１５ｄＢｍに合わせる。 

検波モード ＳＭＰＬ   

表示スケール ： ２ｄＢ/ｄｉｖ     

 

 

 

 

 

 

スペクトラムアナライザ校正装置 
校正用受信機 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E） 
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２７．２ 基準レベル確度 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）のピークレベルが上から０ｄｉｖ目になるように校正装置の出力レベル調整を行い、 

校正用受信機（マイクロ波電力計等）で絶対値を測定します。 

 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の設定 
規格 測定値 判定 

基準レベル 

＋１０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－１０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－１５ｄＢｍ ±０．８ｄＢ±１ドット以内   

－２０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－３０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－４０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

※ －１５ｄＢｍ以外の基準レベルには、入力減衰器切換誤差が含まれます。 

● ＭＳＡ５３８(E/TG)／５５８（E）の設定     ● 校正装置の設定 

センター周波数 ： １００ＭＨｚ  周波数 ： １００ＭＨｚ 

周波数スパン ： １０ＭＨｚ  出力電力 ： ＭＳＡ５３８(Ｅ／ＴＧ)／５５８（E）の表示値

が上から０ｄｉｖ目になるように合わせる。 ＲＢＷ ： ３ＭＨｚ    

ＶＢＷ ： １ＭＨｚ     

掃引時間 ： １ｓ     

検波モード ： ＳＭＰＬ     

表示スケール ： ２ｄＢ/ｄｉｖ     

 

２７．３ センター周波数表示確度 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）のピークサーチ機能で周波数を測定します。 

 

ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の設定 
規格 測定値 判定 

センター周波数 周波数スパン ＲＢＷ 

１００ＭＨｚ ２００ｋＨｚ ３ｋＨｚ 
±５０ｋＨｚ±１ドット以内 

  

１００ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ｋＨｚ   

１００ＭＨｚ ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ 

±３６０ｋＨｚ±１ドット以内 

  

１００ＭＨｚ ２００ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

１ＧＨｚ ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

２ＧＨｚ ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

３．３ＧＨｚ ※1 ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

６．１GHz ※2 ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

８．５GHz ※2 ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

※１ ＭＳＡ５３８（Ｅ／ＴＧ）のみ   ※２ ＭＳＡ５５８（E）のみ 

● ＭＳＡ５３８(Ｅ／ＴＧ)／５５８（E）の設定  ● 校正装置の設定 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ  周波数 ： ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）のセンター周波数 

ＶＢＷ ： ＡＵＴＯ  出力電力 ： －１５ｄＢｍ 

掃引時間 ： １ｓ     

検波モード ： ＳＭＰＬ  ※但し、前もって信号発生器の校正を行うこと。 

表示スケール ： １０ｄＢ/ｄｉｖ     
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２７．４ 周波数スパン表示確度 

ピークがｆ１とｆ９の位置になるように校正装置の周波数設定を調整し、ｆ１とｆ９の周波数を測定します。 

ｆ１とｆ９から周波数スパン表示確度を計算します。 

 

※ ｆ１：波形画面左から１ｄｉｖ目     ｆ９：波形画面左から９ｄｉｖ目 

ＭＳＡ５３８(Ｅ／ＴＧ)／５５８（Ｅ）の設定 

規格 ｆ１ 測定値 ｆ９ 測定値 （ｆ９－-ｆ１） 判定 周波数 

スパン 

センター 

周波数 
ＲＢＷ 

２００ｋHｚ １GHｚ ３ｋHｚ 160kHz×±3%±１ドット以内     

１０MHｚ １GHｚ １００ｋHｚ 8MHｚ×±3%±１ドット以内     

２０MHｚ １GHｚ ３００ｋHｚ 16MHｚ×±3%±１ドット以内     

２００MHｚ １GHｚ ３MHｚ 160MHｚ×±3%±１ドット以内     

５００MHｚ １GHｚ ３MHｚ 400MHｚ×±3%±１ドット以内     

２GHｚ １GHｚ ３MHｚ 1.6GHｚ×±3%±１ドット以内     

ﾌﾙ（3.3GHz）※1 １．６５GHｚ ３MHｚ 2.64GHｚ×±3%±１ドット以内     

２GHｚ※2 ４．８GHｚ ３MHｚ 1.6GHｚ×±3%±１ドット以内     

２GHｚ※2 ７．４GHｚ ３MHｚ 1.6GHｚ×±3%±１ドット以内     

ﾌﾙ（8.5GHz）※2 ４．２５GHｚ ３MHｚ 6.8GHｚ×±3%±１ドット以内     

※１ ＭＳＡ５３８（Ｅ／ＴＧ）のみ  ※2 ＭＳＡ５５８（E）のみ 

● ＭＳＡ５３８(E/TG)/５５８（E）の設定         ● 校正装置の設定 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ  周波数 ： ｆ１、ｆ９の位置に合わせる。 

ＶＢＷ ： ＡＵＴＯ  出力電力 ： －１５ｄＢ 

掃引時間 ： AUTOより一段遅く    

検波モード ： ＳＭＰＬ     

表示スケール ： １０ｄＢ/ｄｉｖ  ※ 測定時＜ＡＶＧ＞を行った方が正確に測定できます。 
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